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第１章 計画の策定にあたって 

 

 

１ 計画策定の背景と趣旨 

 

 平成２５年４月に施行された障害者総合支援法では、障害の有無によって分け隔てら

れることなく、相互に人格と個性を尊重し共生する社会の実現や社会的障壁の除去など

の基本理念が、新たに創設されました。また、障害者の範囲に難病等が追加され谷間の

ない支援の提供と障害者の自立に向けた地域移行や就労支援等の強化に重点を置いた

ものとなっています。 

この障害者総合支援法の理念に基づいた「障害を理由とする差別の解消の推進に関す

る法律」は平成２８年４月に施行されます。今後も障害者が住み慣れた地域において差

別を受けることなく、自立した生活を送るための支援が求められています。 

 

 柏崎市障害福祉計画は、障害者総合支援法に基づき、障害者が自立した日常生活又は

社会生活を営むことができるよう、国が定めた基本的な指針に基づき、障害福祉サービ

スの確保と提供基盤の整備、障害者の地域移行支援や就労支援の取組みを定めるもので、

これまで第１期障害福祉計画（平成１８年度～平成２０年度）、第２期障害福祉計画（平

成２１年度～平成２３年度）、第３期障害福祉計画（平成２４年度～平成２６年度）を

策定し、障害福祉サービスを提供するための体制の確保、整備について取り組んできま

したが、このたび第３期障害福祉計画の計画期間の終了に伴い、国・県の動向やこれま

での計画の実績、サービス利用の状況等を踏まえ、障害者施策の充実に向け、柏崎市第

４期障害福祉計画（平成２７年度～平成２９年度）を策定するものです。 

 

 

２ 計画の位置づけ 

 

 本計画は、障害者総合支援法第８８条第１項に基づく、「市町村障害福祉計画」とし

て策定するもので、本市の総合的かつ計画的なまちづくりの指針を定めた最上位計画で

ある「柏崎市第四次総合計画（後期基本計画）」及び社会福祉法に基づく「柏崎市地域

福祉計画」並びに障害者基本法に基づく「第三次柏崎市障害者計画」を踏まえ、障害者

総合支援法に基づく障害福祉サービス等の実施計画的な位置づけを有するものとし、障

害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業のサービスを提供するための基本的な

考え方、目標及び確保すべきサービス量・確保のための方策を定めるものです。 
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【他計画との関係図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の期間 

 

 本計画は、平成２９年度末における目標値を設定し、平成２７年度から平成２９年度

までを計画期間として策定します。 

 なお、国の動向等を踏まえ、必要に応じて見直しを行うこととしています。 

 

計画/年度 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

総合計画  第４次総合計画 第５次総合計画 

障害者計画 第三次障害者計画 第四次障害者計画 

障害福祉計画  第３期障害福祉計画 第４期障害福祉計画  

 

 

 

柏 崎 市 総 合 計 画 

柏崎市地域福祉計画 

高齢者保健福祉

計画・介護保険事

業計画 

障害者計画 
新かしわざき 

こども夢プラン 

健康みらい 

柏崎２１ 

障害福祉計画 

 障害者計画における「生活支援施策」について、

地域で必要な障害福祉サービス量の見込み、その

提供体制の確保について定める計画 
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４ 計画の策定体制 

 

（１） 関係者、市民等による策定体制 

 本計画の策定にあたり、障害者関係団体、障害者福祉事業所、医療・教育・雇用関係

者、公募の市民などで構成している市長の附属機関である「障害者福祉推進会議」にお

いて第４期計画の内容について協議・検討を行いました。 

 また、「柏崎刈羽地域障害者自立支援協議会」において協議された課題等について報

告を受けるとともに、計画案への意見をいただきました。 

 

（２） アンケート調査、パブリックコメント募集の実施 

 本計画の策定にあたり、その基礎資料とするため、障害者手帳所持者を対象にアンケ

ート調査を実施しました。また、計画案に対する意見を広く募集するため、パブリック

コメントの募集を行いました。 

 

 

【障害福祉計画策定体制】 

 

 

市民（障害のある人） 

柏崎市 

計画の策定 

障害者福祉推進

会議 

柏崎刈羽地域障害

者自立支援協議会 

意見・提言 アンケート調査 

パブリックコメントの実施 

計画案 

意見 

諮問 

答申 



 

第２章 

 

障害のある人を取り巻く状況 
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第２章 障害のある人を取り巻く状況 

 

 

１ 柏崎市における現況 

 

（１） 人口の推移 

  人口の推移をみると、毎年減少し、平成２６年３月末では８８,６０８人となって

います。６５歳以上の高齢者人口の割合は、２９.５％を占め、高齢化が着実に進行し

ています。 

 

 

 

（２） 障害者の推移 

  市全体の人口は減少していますが、障害者手帳所持者数は、毎年増加傾向にあり、

特に知的障害者、精神障害者の増加割合が高くなっています。 

（各年４月１日現在 単位：人） 

年度 身体障害者 知的障害者 精神障害者 総計 

平成２２年度 ３,４７８ ６２３ ４５５ ４,５５６ 

平成２３年度 ３,４９５ ６３９ ４８８ ４,６２２ 

平成２４年度 ３,５７５ ６５１ ４８５ ４,７１１ 

平成２５年度 ３,４４９ ６６４ ５２７ ４,６４０ 

平成２６年度 ３,４６０ ６８７ ５８９ ４,７３６ 

 

 

平成２２年

３月末

平成２３年

３月末

平成２４年

３月末

平成２５年

３月末

平成２６年

３月末

全人口 91,441 90,766 89,940 89,511 88,608

０歳～１４歳 11,199 10,967 10,769 10,484 10,259

１５歳～６４歳 55,347 55,065 54,300 53,512 52,193

６５歳以上 24,895 24,734 24,871 25,515 26,156

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000
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（３） 身体障害のある人の状況 

  ア 障害種別の推移 

   身体障害種別の推移を見ると肢体不自由が多く、次いで内部障害が多くなってい

ます。 

（各年４月１日現在 単位：人） 

年度 言語障害 肢体不自由 視覚障害 聴覚障害 内部障害 総計 

平成 22 年度 ３５ ２,１４１ ２２８ ３６７ ７０７ ３,４７８ 

平成 23 年度 ３５ ２,１４７ ２２０ ３７３ ７２０ ３,４９５ 

平成 24 年度 ３６ ２,１８１ ２１９ ３８６ ７５３ ３,５７５ 

平成 25 年度 ３６ ２,１０５ ２０９ ３６６ ７３３ ３,４４９ 

平成 26 年度 ３５ ２,１２５ ２０４ ３７５ ７２１ ３,４６０ 

 

  イ 障害種別・程度別・年齢構成の割合     （平成２６年４月１日現在） 

身体障害者手帳所持者の障害種別の割合は、肢体不自由６１％、内部障害２１％、 

聴覚障害１１％、視覚障害６％、言語障害１％、となっています。障害程度別では、 

１級が最も多く、１級、２級で全体の４割以上を占めています。 

   年齢別構成では、７５歳以上が５割以上を占め、６５歳以上の高齢者全体の割 

合は７割以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈障害程度別〉 

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計 

人数 ９１８ ５６３ ７５９ ７５９ １９７ ２６４ ３,４６０ 

 

 

言語

障害

1%

肢体不

自由

61%

視覚

障害

6%

聴覚

障害

11%

内部

障害

21%

 

１級

26%

２級

16%
３級

22%

４級

22%

５級

6%

６級

8%

〈障害種別割合〉 〈障害程度別割合〉 



6 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 知的障害のある人の状況 

  ア 障害程度別割合の推移 

   療育手帳の区分別では、中軽度の割合が高くなっています。 

（各年４月１日現在 単位：人） 

 重度 中軽度 総計 

平成 22 年度 ２６２ ３６１ ６２３ 

平成 23 年度 ２６８ ３７１ ６３９ 

平成 24 年度 ２７３ ３７８ ６５１ 

平成 25 年度 ２７５ ３８９ ６６４ 

平成 26 年度 ２７７ ４１０ ６８７ 

 

イ 年齢別の障害程度区分 （平成２６年４月１日現在） 

 重度、中軽度ともに１８歳から２９歳までの割合が一番多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0～12歳

0.9%

13～17歳

0.4%

18～29歳

1.8%
30～39歳

2.2%

40～49歳

3.9%
50～59歳

8.1%

60～64歳

8.8%

65～74歳

23.2%

75歳

以上

50.7%

〈年齢構成割合〉 

障害児 
０～１２歳 ３３ 

１３～１７歳 １４ 

障害者 

１８～２９歳 ６１ 

３０～３９歳 ７５ 

４０～４９歳 １３５ 

５０～５９歳 ２８２ 

６０～６４歳 ３０３ 

６５～７４歳 ８０４ 

７５歳以上 １,７５３ 

 合計 ３,４６０ 

 

 

24
15

56

40 44

32
23

34

9

42

59

97

58
48 44

21 21 20

0

20

40

60

80

100

120
重度 中軽度

0～12 歳 13～17 歳 18～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～64 歳 65～74 歳 75 歳以上 
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ウ 年齢構成割合 （平成２６年４月１日現在） 

    療育手帳所持者の年齢別内訳を見ると、２９歳以下の人が、全体の４３％を占め

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 精神障害のある人の状況 

  ア 障害程度別割合の推移 

   精神障害者保健福祉手帳の等級では、２級の割合が高くなっています。 

（各年４月１日現在 単位：人） 

 １級 ２級 ３級 総計 

平成 22 年度 ５６ ３５０ ４９ ４５５ 

平成 23 年度 ５９ ３８０ ４９ ４８８ 

平成 24 年度 ５３ ３９０ ４２ ４８５ 

平成 25 年度 ５３ ４２９ ４５ ５２７ 

平成 26 年度 ５８ ４７０ ６１ ５８９ 

 

  イ 年齢構成割合     （平成２６年４月１日現在） 

   精神障害者保健福祉手帳所持者の年齢別内訳を見ると、５０歳以上の人が、全体 

の５割以上を占めています。 

 

 

 

 

 

障害児 
０～１２歳 ６６ 

１３～１７歳 ７４ 

障害者 

１８～２９歳 １５３ 

３０～３９歳 ９８ 

４０～４９歳 ９２ 

５０～５９歳 ７６ 

６０～６４歳 ４４ 

６５～７４歳 ５５ 

７５歳以上 ２９ 

 合計 ６８７ 

  

0～12歳

10%
13～17歳

11%

18～29歳

22%

30～39歳

14%

40～49歳

13%

50～59歳

11%

60～64歳

7%

65～74歳

8%

75歳以上

4%
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ウ 自立支援医療（精神通院）の資格所持者の推移 

自立支援医療（精神通院）の受給者数は毎年増加しています。 

（各年４月１日現在 単位：人） 

年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 

受給者数 １,１１６ １,１３５ １,１９３ １,２２１ １,２５０ 

 

 

（６） 障害支援区分の認定状況 

  障害福祉サービスによる「介護給付」のサービスを受けるには、その障害の特性や

必要度に応じて適切なサービスが利用できるように、障害支援区分の認定を行ってい

ます。 

  区分認定の数は、年々増加しており、平成２５年度末では、区分５・区分６の人が、

全体の３４％となっています。 

（各年度末の人数 単位：人） 

 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 総計 

平成 23 年度 ４６ ７４ ６０ ２９ １６ ４４ ２６９ 

平成 24 年度 ５６ ６７ ７１ ６７ ５９ ７２ ３９２ 

平成 25 年度 ６１ ７６ ７６ ６１ ６４ ７８ ４１６ 

 

 

 

 

障害児 
０～１２歳 ２ 

１３～１７歳 １２ 

障害者 

１８～２９歳 ６１ 

３０～３９歳 ８８ 

４０～４９歳 １２５ 

５０～５９歳 １３７ 

６０～６４歳 ７３ 

６５～７４歳 ７１ 

７５歳以上 ２０ 

 合計 ５８９ 

 
 

0～12歳

0.3% 13～17歳

2.0%

18～29歳

10.4%

30～39歳

14.9%

40～49歳

21.2%

50～59歳

23.3%

60～64歳

12.4%

65～74歳

12.1%

75歳以上

3.4%
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２ 障害福祉サービスの利用状況 

 

（１） 訪問系サービスの状況 

 訪問系サービスの状況をみると、利用時間数、利用人数ともに増加しています。居宅

介護（ホームヘルプ）の利用時間、利用人数は、概ね計画どおりの伸びとなっています。 

 重度訪問介護は、平成２４年度において支給決定事例はありますが、利用があません

でした。重度障害者等包括支援については、計画では１～３名を見込みましたが、計画

期間中の利用はありませんでした。 

 

① サービスの概要 

サービス名 内  容 

居宅介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ) 自宅での入浴や排せつ、食事の介護や通院の介助等を行います。 

重度訪問介護 
重度の肢体不自由（常に介護が必要）な人に、自宅での入浴や排せつ、

食事などの介護や外出時の移動支援等を総合的に行います。 

行動援護 
知的障害や精神障害により行動が困難で常に介護が必要な人に、行動

時必要な介助や外出時の移動中の介助等を行います。 

同行援護 
重度の視覚障害により移動が困難な人に、外出時に必要な介助を行い

ます。 

重度障害者等包括支援 
重度の障害（常に介護が必要）のある人に、居宅介護などの複数の障

害福祉サービスを包括的に提供します。 

 

② サービスの利用実績           単位：１か月あたりの利用時間及び人数 

サービス名 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

居宅介護 

時間 
実績 １,０５４ １,１４３ １,１９９ 

計画 １,０７８ １,１４８ １,２１８ 

人 
実績 ７４ ９４ ９７ 

計画 ７７ ８２ ８７ 

重度訪問介護 

時間 
実績 ０ ０ ０ 

計画 １００ ２００ ３００ 

人 
実績 ０ ０ ０ 

計画 １ ２ ３ 

行動援護 

時間 実績 １３８ １６１ １３６ 

計画 １６２ １８９ ２１６ 

人 実績 ４ ４ ４ 

計画 ６ ７ ８ 
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サービス名 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

同行援護 

時間 
実績 １１９ １３４ １５７ 

計画 １１２ １２６ １４０ 

人 
実績 １２ １０ １２ 

計画 ８ ９ １０ 

重度障害者等包括支援 

時間 
実績 ０ ０ ０ 

計画 １８０ １８０ １８０ 

人 
実績 ０ ０ ０ 

計画 １ １ １ 

訪問系サービス計 

時間 
実績 １，３１１ １，４３８ １，４９２ 

計画 １，６３２ １，８４３ ２，０５４ 

人 
実績 ９０ １０８ １１３ 

計画 ９３ １０１ １０９ 

（平成２６年度実績は見込） 

（２） 日中活動系サービスの状況 

日中活動系サービスの状況をみると、生活介護、就労継続支援（Ｂ型）、短期入所は、

利用人数、利用人日ともに増加していますが、自立訓練（生活訓練）、就労移行支援につ

いては、利用人数、利用人日ともに減少しています。これは、自立訓練（生活訓練）で

は、標準期間内に利用を終了するケースが増えたことや、就労支援に係るサービスの就

労移行支援と就労継続支援（Ｂ型）の定員変更によることが考えられます。 

就労継続支援（Ａ型）については、労働法規上の雇用契約を結ぶ形態の事業所の利用

及び同サービスを行う事業所の開設が無かったため、実績はありませんでした。 

 

① サービスの概要 

サービス名 内  容 

生活介護 
常に介護が必要とする人に、日中、施設等で入浴、排せつ、食事の介護

や創作的活動の機会を提供します。 

自立訓練  
(機能訓練) 

身体障害のある方が地域で自立した日常生活を送れるよう、一定期間に

おいて身体機能向上のために必要な訓練を行います。 

自立訓練 
(生活訓練) 

知的障害や精神障害のある方が地域で自立した日常生活を送れるよう、

一定期間において生活能力の維持・向上のために必要な訓練を行います。 

就労移行支援 
就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識や能力の向上のため

の訓練を行います。 

就労継続支援（Ａ型） 
通常の事業所での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識

や能力の向上のための訓練を行います。雇用契約による就労を行います。 
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サービス名 内  容 

就労継続支援（Ｂ型） 
通常の事業所での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識

や能力の向上のための訓練を行います。雇用契約は結びません。 

療養介護 
医療の必要な障害者で常に介護が必要な人に、日中、医療機関で機能訓

練や療養上の管理、看護、介護や世話を行います。 

短期入所 

(ｼｮｰﾄｽﾃｲ) 

自宅で介護を行う人が病気の場合などに、短期間の入所により入浴、排

せつ、食事の介護などを行います。 

 

② サービスの利用実績        単位：１か月あたりの利用人日（※）及び人数 

サービス名 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

生活介護 

人日 
実績 ３,６５８ ３,７３８ ３,７９０ 

計画 ２,８０８ ２,９３８ ３,０６８ 

人 
実績 １９７ １９８ ２０１ 

計画 ２１６ ２２６ ２３６ 

自立訓練 
(機能訓練) 

人日 
実績 ２２ １０１ ８９ 

計画 ４８ ６４ ８０ 

人 
実績 ３ ７ ６ 

計画 ３ ４ ５ 

自立訓練 
(生活訓練) 

人日 
実績 ４５９ ２３５ ２１４ 

計画 ８３６ ８５８ ８８０ 

人 
実績 ３１ １５ １４ 

計画 ３８ ３９ ４０ 

就労移行支援 

人日 
実績 ３４２ ２９１ ３０４ 

計画 ４１８ ４５６ ４９４ 

人 
実績 １９ １６ １５ 

計画 ２２ ２４ ２６ 

就労継続支援 

（Ａ型） 

人日 
実績 ０ ０ ０ 

計画 ３８０ ３８０ ３８０ 

人 
実績 ０ ０ ０ 

計画 ２０ ２０ ２０ 

就労継続支援 

（Ｂ型） 

人日 
実績 ２,１８１ ２,５１８ ２,７５２ 

計画 ２,６０１ ２,７７１ ２,９４１ 

人 
実績 １３６ １５８ １６３ 

計画 １５３ １６３ １７３ 
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サービス名 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

療養介護 人 
実績 ３３ ３１ ３３ 

計画 ３４ ３５ ３６ 

短期入所 

(ｼｮｰﾄｽﾃｲ) 

人日 
実績 １８４ ２４４ ２１０ 

計画 １６８ １８４ ２００ 

人 
実績 ２１ ２３ ２５ 

計画 ２１ ２３ ２５ 

※ 人日＝延べ利用日数               （平成２６年度実績は見込） 

 

 

（３） 居住系サービスの状況 

 居住系のサービスの状況をみると、障害者総合支援法の施行により、平成２６年４月

からケアホームがグループホームへ一元化されました。グループホーム、ケアホーム、

施設入所支援のいずれも、計画値に近い数値になっています。 

 

① サービスの概要 

サービス名 内  容 

共同生活援助 
(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ) 

日常生活上の援助を必要とする人を対象に、地域で共同生活を行う住居

で、夜間や休日に相談や日常生活上の援助を行います。 

共同生活介護 
(ｹｱﾎｰﾑ) 

日常生活上の支援を必要とする障害程度区分２以上である人を対象に、

共同生活を行う住居で夜間や休日に入浴や排せつ、食事の介護などを行

います。 

施設入所支援 
施設に入所する人に、夜間や休日に入浴や排せつ、食事の介護、その他
の必要な日常生活の援助を行います。 

 

② サービスの利用実績              単位：１か月あたりの利用人数 

サービス名 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

共同生活援助 

(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ) 

実績 ２１ ２２ ７５ 

計画 １８ ２１ ２４ 

共同生活介護 

(ｹｱﾎｰﾑ) 

実績 ４５ ５１ ― 

計画 ４４ ４９ ５４ 

施設入所支援 
実績 １２１ １２２ １２０ 

計画 １２６ １２４ １２３ 

（平成２６年度実績は見込） 
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（４） 指定相談支援の状況 

 指定相談支援の状況をみると、計画相談支援は計画値を大幅に上回っています。地域

定着支援も計画値を超えましたが、地域移行支援は、計画値を下回る状況となっていま

す。 

 

① サービスの概要 

サービス名 内  容 

計画相談支援 

障害福祉サービスの支給決定または支給決定の変更前に、サービス等利

用計画案を作成し、支給決定後のサービス等利用計画が適切であるか一

定期間ごとに検証（モニタリング）を行い、サービス等利用計画の見直

しを行います。 

地域移行支援 
障害者支援施設や病院に入所している人に対し、地域で生活するための

住居の確保や準備のための同行支援などを行います。 

地域定着支援 

地域で生活している単身の障害のある人や、退所、退院後で見守りが必

要な人に、夜間等を含めた緊急時における連絡相談などのサポートを行

います。 

 

② サービスの利用実績         実績・計画の単位：１か月あたりの利用人数 

サービス名 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

計画相談支援 

実績 ７８ １３７ １１０ 

計画 ３３ ７９ １０２ 

年間実利用人数 １１８ ２８０ ５５０ 

地域移行支援 

実績 ３ １ １ 

計画 ５ ５ ５ 

年間実利用人数 ７ ５ １ 

地域定着支援 

実績 ４５ ４７ ５０ 

計画 ３７ ３７ ３７ 

年間実利用人数 ４５ ４７ ５０ 

（平成２６年度実績・年間実利用人数は見込） 
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３ 障害児支援の利用状況 

 

（１） 障害児支援の状況 

 平成２４年４月の法改正により、児童福祉法に基づく障害児通所給付として、児童発

達支援、放課後等デイサービスを実施しています。また、通所系サービスの利用にあた

っては、１８歳以上の障害のある人と同様にサービス等利用計画の作成（障害児相談支

援）が定められました。 

 児童発達支援及び放課後等デイサービスの利用は、毎年度概ね、同様の利用者数、利

用時間となっています。障害児相談支援は、相談支援事業所との連携により、サービス

等利用計画の作成が順調に進み、平成２６年度は大幅な伸びとなっています。 

 

① 児童福祉法のサービスの概要 

サービス名 内  容 

児童発達支援 
就学前の児童を対象とし、日常生活の基本的な動作の習得や集団

生活への参加のための療育支援活動を行います。 

放課後等デイサービス 
就学している障害児の放課後や夏休みなどの長期休暇中におい

て、生活能力向上のための訓練を行います。 

障害児相談支援 

障害児通所支援の利用に係る内容等を定めた「障害児支援利用計

画」の作成を行い、一定期間ごとに見直し（モニタリング）を行

います。 

 

② サービスの利用実績           単位：１か月あたりの利用日数及び人数 

サービス名 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

児童発達支援 
日数 実績 ２７６ ２３７ ２２４ 

人 実績 ８６ ９８ ８５ 

放課後等 

デイサービス 

日数 実績 ２０２ ２０５ ２６１ 

人 実績 ３３ ３４ ３６ 

障害児相談支援 人 
実績 １ ４ ３２ 

年間実利用人数 １ １０ ２２０ 

（平成２６年度は見込） 
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③ サービス実施施設 

（平成２６年度実績は見込） 

種類 単位  平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

障害児入所施設 

（指定医療機関を含む） 
実施個所数 

実績 ２ ２ ２ 

計画 ２ ２ ２ 

障害児通所支援 実施個所数 
実績 ２ ２ ３ 

計画 ３ ３ ４ 
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４ 地域生活支援事業の利用状況 

 

（１） 地域生活支援事業の概要 

サービス名 内  容 

相談支援事業 
障害のある人などの相談に応じ、必要な情報提供や助言、障害

福祉サービスの利用支援を行います。 

成年後見制度利用支援事業 
知的障害や精神障害があり、判断能力が不十分な人の成年後見

制度の利用支援と制度利用に係る費用について助成します。 

意思疎通支援事業 
聴覚障害のある人へ手話通訳者（手話奉仕員）や要約筆記奉仕

員を派遣します。 

日常生活用具給付等事業 
重度障害のある人に対し、自立支援用具等日常生活用具の給付

を行います。 

手話奉仕員養成研修事業 
日常会話等を行うのに必要な手話表現技術等を習得した手話

奉仕員を養成研修します。 

移動支援事業 
屋外での移動が困難な障害のある人に外出のための支援を行

います。 

地域活動支援センター事業 
創作活動、社会との交流の促進等の事業の他、相談事業や地域

の社会基盤との連携強化、普及啓発等の事業を行います。 

日中一時支援事業 
一時的に預かることにより、日中活動の場を提供し、家族の就

労支援や介護者が不在の場合の支援を行います。 

生活サポート事業 
障害支援区分が非該当の場合で、家事等の支援が必要な人に障

害福祉サービスの提供を行います。 

社会参加支援事業 
スポーツ・芸術文化活動等を行うことにより、障害のある人の

社会参加を支援します。 

訪問入浴サービス事業 
自力で入浴が困難な障害のある人に対して、訪問入浴車を派遣

して、自宅での入浴の介助を行います。 

 

① 相談支援事業の状況 

地域で暮らす障害のある人やその家族からの相談に応じ、必要な情報の提供・助言、 

障害福祉サービスの利用支援、虐待の防止、関係機関との連絡調整等を行っています。 

障害者相談支援事業は、市内３事業所に事業を委託しています。 
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（平成２６年度実績は見込） 

種類 単位  平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

障害者相談支援事業 実施個所数 
実績 ３ ３ ３ 

計画 ３ ３ ３ 

基幹相談支援センター 設置の有無 
実績 無 無 無 

計画 無 無 無 

市町村相談支援機能強化事業 実施の有無 
実績 無 無 無 

計画 無 無 無 

 

② 成年後見制度利用支援事業の状況 

成年後見制度利用支援事業では、親族がいない等により、本人による成年後見制度の

申し立てが困難な障害のある人に市が代わって成年後見審判の申し立てを行います。ま

た、費用の補助を受けなければ、成年後見制度の利用が困難な人に、成年後見制度の申

し立てに要する経費（登記手数料、鑑定費用等）及び後見人等の報酬の全部又は一部を

助成します。 

利用者数は、計画見込量とほぼ同数です。平成２５年度から、市長申立以外の経済的

困窮者も助成対象としましたが、利用増加には至っておりません。 

（平成２６年度実績は見込） 

種類 単位  平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

成年後見制度利用支援事業 実 利 用 者 数 
実績 ０ １ １ 

計画 １ １ １ 

 

③ 意思疎通支援事業の状況 

聴覚障害のある人へ手話通訳者（手話奉仕員）や要約筆記奉仕員を派遣します。概ね 

計画見込量の中で推移しており、平成２６年度は、平成２５年度を大幅に上回っており

ます。 

（平成２６年度実績は見込） 

種類 単位  平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

手話通訳者設置事業 設置人数 
実績 １ １ １ 

計画 １ １ １ 

手話通訳者・要約筆記者 

派遣事業 

年間延べ

利用者数 

実績 ９１ ８８ １４５ 

計画 １１０ １１０ １１０ 

 

④ 日常生活用具給付等事業の状況 

日常生活用具給付等事業は、概ね計画見込量の中で推移しています。 
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（平成２６年度実績は見込） 

 年間給付件数 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

介護訓練支援用具 
実績 ７ ３ ５ 

計画 ３ ３ ３ 

自立生活支援用具 
実績 １８ ２３ ２２ 

計画 ２０ ２０ ２０ 

在宅療養等支援用具 
実績 １０ １８ １８ 

計画 １６ １６ １６ 

情報・意思疎通支援用具 
実績 ２９ ３８ ３６ 

計画 ３３ ３６ ３９ 

排せつ管理支援用具 
実績 １,８９９ １,８４２ １,９５９ 

計画 ２,００４ ２,１４８ ２,２９２ 

住宅改修費 
実績 ５ ４ ４ 

計画 ３ ３ ３ 

 

⑤ 手話奉仕員養成研修事業 

手話奉仕員養成研修事業は、平成２５年度以降、計画値を上回る利用となっています。 

（平成２６年度実績は見込） 

種類 単位  
平成 

24 年度 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

手話奉仕員養成研修事業 年間実利用者数 
実績 ５ １６ １５ 

計画 １２ １２ １２ 

 

⑥ 移動支援事業の状況 

移動支援事業では、１年当たりの延べ利用時間、実利用人数ともに毎年度増加してい

ます。平成２５年度以降は、計画値を上回る利用となっています。 

（平成２６年度実績は見込） 

 １年当たりの延べ利用時間 １年当たりの実利用人数 

平成 

24 年度 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

平成 

24 年度 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

移動支援事業 

実績 4,677 6,703 7,092 85 89 93 

計画 5,920 6,290 6,660 80 85 90 

 

⑦ 地域活動支援センター事業の状況 

地域活動支援センター事業では、基礎的事業として、創作的活動又は生産活動の機 
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会の提供、社会との交流の促進等の支援を行っています。機能強化事業として、専門職

員を配置し、医療・福祉及び地域社会基盤との連携強化のための調整、障害に対する理

解促進のほか、相談支援事業を併せて実施しています。概ね計画見込量の中で推移して

います。 

（平成２６年度実績は見込） 

 実施個所数 １年当たりの実利用人数 

平成 

24 年度 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

平成 

24 年度 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

基礎的事業 

実績 ４ ４ ４ １５３ １３６ １３６ 

計画 ４ ４ ４ １４１ １４３ １４５ 

（平成２６年度実績は見込） 

 実施個所数 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

機能強化事業 
実績 １ １ １ 

計画 １ １ １ 

 

⑧ 日中一時支援事業の状況 

 日中一時支援事業は、概ね計画値に近い利用となっています。 

（平成２６年度実績は見込） 

 １年当たりの延べ利用回数 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

日中一時支援事業 
実績 ４,８９７ ４,７７５ ５,４４８ 

計画 ４,６２０ ５,０４０ ５,４６０ 

 

⑨ 生活サポート事業の状況 

生活サポート事業は、介護給付に係るサービス申請を行った人は、全て障害支援区 

分が認定され、法定のサービスを受けることができたため、利用実績はありませんで

した。 

（平成２６年度実績は見込） 

 １年当たりの利用時間 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

生活サポート事業 
実績 ０ ０ ０ 

計画 ２４０ ２４０ ２４０ 
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⑩ 訪問入浴サービス事業の状況 

平成２５年４月から訪問入浴サービスを開始しました。平成２６年度は、平成２５ 

年度を大幅に上回っています。 

（平成２６年度実績は見込） 

 １年当たりの実施回数 

平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

訪問入浴サービス事業 実績  １４ ９８ 

 

⑪ 社会参加支援事業の状況 

社会参加支援事業の各実績は、次に掲げるとおり推移しています。平成２５年度か 

ら点訳奉仕員と音訳奉仕員の養成研修事業を開始しました。 

（平成２６年度実績は見込） 

種類 単位  
平成 

24 年度 

平成 

25 年度 

平成 

26 年度 

スポーツ・レクリエーショ

ン教室開催等事業 
年間実施回数 

実績 ４ ４ ４ 

計画 ４ ８ ８ 

点字・声の広報等発行事業 
年間延べ利用

者数 

実績 ３４ ３７ ３７ 

計画 ３０ ３２ ３６ 

奉仕員養成研修事業 

（点訳・音訳・要約筆記） 
年間実利用者数 

実績 １ １１ １５ 

計画 ４ ４ ８ 

自動車運転免許取得・改造

助成事業 
年間実利用者数 

実績 １１ １２ １５ 

計画 １４ １４ １８ 

 



 

 

第３章 

 

計画の基本的な考え方 
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第３章 計画の基本的な考え方 

 

 

１ 計画の基本理念 

 

 柏崎市第四次総合計画では、分野別の基本方針として「心の通い合う健康と福祉のま

ちをめざして」を掲げ、その中の「互いに助け合う地域づくりの推進」において「障害

者の自立と共生社会の推進」について基本方針が定められ、計画が推進されています。 

 本計画では、「柏崎市第四次総合計画」及び「柏崎市地域福祉計画」並びに「第三次

柏崎市障害者計画」との整合性を図りながら、障害者総合支援法の趣旨及び国の基本的

な指針に基づき、次の３点を基本理念として位置付けることとします。 

 

（１） 障害のある人の自己決定の尊重と意思決定の支援 

 

  障害の有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊重し合いながら地域の中で共に支 

えあう「共生社会」を実現するため、障害のある人の自己決定を尊重し、その意思決

定の支援に配慮するとともに、障害のある人が必要とする障害福祉サービスその他の

支援を受けつつ、その自立と社会参加の実現を図っていくことを基本として、障害福

祉サービス及び相談支援並びに地域生活支援事業の提供体制の整備を進めます。 

 

（２） 障害種別によらない一元的な障害福祉サービスの実施 

 

  障害福祉サービスの対象となる障害者は、平成２５年度から身体障害者、知的障害

者及び精神障害者並びに難病患者等とされたことから、障害種別や地域間でサービス

に格差が生じないように障害福祉サービスの充実を図るとともに、難病患者等や精神

障害者に含まれる発達障害者及び高次脳機能障害者について、制度の周知を図ってい

きます。 

 

（３） 入所等から地域生活への移行、地域生活の継続支援、就労支援等の課題に対応

したサービス提供体制の整備 

 

  障害のある人の自立支援の観点から、福祉施設への入所や病院への入院から地域生

活への移行、地域生活の継続支援、就労支援といった課題に対応したサービス提供体

制を整え、障害のある人の生活を地域全体で支えるシステムの実現を目指して、地域

生活支援の拠点づくり等、地域の社会資源を最大限に活用し、提供体制の整備を進め

ます。 
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２ 計画の重点目標の設定 

 

 障害福祉計画の策定にあたって、国の基本的な指針では、障害のある人の自立支援の 

観点から、地域生活移行や就労支援といった課題に対応するため、平成２９年度を目標 

年度とする障害福祉サービス、相談支援並びに地域生活支援事業の提供体制の確保に係 

る目標を設定することとされています。次に掲げる６つの成果目標を設定し、障害福祉 

サービスの充実及び施策の推進を図ります。 

 

（１） 福祉施設の入所者の地域生活への移行 

 

 地域生活の移行について、施設に入所している障害のある人のうち、今後、グループ 

ホーム、一般住宅等へ移行する人を見込み、平成２９年度末における地域生活へ移行す 

る人の数値目標及び施設入所者の削減数を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

【目標設定にあたって】 

 平成２４年４月から平成２６年３月までの間に６人がグループホーム等に移行しま 

した。平成２９年度末において、グループホーム等へ移行する人を１０人と見込み、 

目標を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

【目標設定にあたって】 

平成２６年度末の施設入所者の見込は１２０人で、平成１７年１０月から１４人が削

減されました。平成２９年度末の施設入所者数を１１７人と見込み、平成２５年度末の

施設入所者数１２２人からの削減数を目標としました。 

 

 

● 国の指針  平成２５年度末から４％以上削減 

 平成２９年度末の施設入所者数を平成２５年度末時点の施設入所者数から５人 

（４.１％）以上を削減する。 

目標値 ②  施設入所者の削減 

 平成２９年度末において、施設入所者数を平成２５年度末の入所者数から１０人 

（８.２％）以上をグループホームなど地域生活に移行する。 

目標値 ①  施設入所者の地域生活への移行 

● 国の指針  平成２５年度末から１２％以上移行 
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項目 数値 考え方 

平成 25 年度末時点の入所者数（Ａ） １２２人 平成 25 年度末の施設入所者数 

目標年度入所者数（Ｂ） １１７人 平成 29 年度末時点の利用人数 

【目標値 ①】 

地域生活移行者数（Ｄ） 

地域移行率（Ｄ／Ａ×１００） 

１０人 

 

８.２％ 

施設入所からグループホーム等

へ移行した者の数 

【目標値 ②】 

入所者数削減見込み（Ｃ＝Ａ－Ｂ） 

削減率（Ｃ／Ａ×１００） 

５人 

 

４.１％ 

入所者数にかかる差引減少見込

み数 

 

（２） 地域生活支援拠点の整備 

 障害のある人や障害のある人を介護する人の高齢化が進む中で、障害のある人が住み

慣れた地域で安心して日常生活を送る場所が求められています。グループホームなどの

居住支援機能とコーディネーターなどの配置による相談支援機能を併せ持った地域生

活支援拠点の整備について設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

【目標設定にあたって】 

 障害のある人の地域生活におけるニーズや地域の状況に応じて、障害者福祉推進会議

及び柏崎刈羽地域障害者自立支援協議会と設置についての協議・検討を行います。 

 

（３）福祉施設から一般就労への移行等 

 

 福祉施設の利用者のうち、就労移行支援事業などを通じて、平成２９年度中に一般就 

労へ移行する人の数値目標を設定しました。また、福祉施設における就労支援を推進す 

るため、平成２９年度末における福祉施設利用者のうち就労移行支援事業を利用する人 

の数及び平成２９年度末において、就労移行支援事業所の就労移行率の達成割合を設定 

しました。 

 平成２６年度末においては、就労継続支援（Ａ型）事業の開始には至りませんでした

が、今後も一般就労につながるサービスとして、事業の開始に向けた取組を進めていき

ます。 

目標値 ③  地域生活支援拠点の整備 

 平成２９年度末までに、地域生活支援拠点を１か所設定するための協議・検討を行う。 

● 国の指針  市町村又は圏域に１か所の拠点整備 
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【目標設定にあたって】 

 平成２５年度における福祉施設から一般就労への移行者は、９人でした。今後の就 

労移行者の伸びを３人／年で見込み、平成２９年度において福祉施設を退所し、一般 

就労する人の数の目標を２１人としました。 

項目 数値 考え方 

平成24年度の一般就労移行者数（Ａ） 
１７人 

平成 24 年度において福祉施設を

退所し、一般就労した者の数 

【目標値 ③】 

目標年度の一般就労移行者数（Ｂ） 

目標値＝Ｂ／Ａ 

２１人 

１ .２３ 倍 

入所者数にかかる差引減少見込

み数 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標設定にあたって】 

 平成２６年度末における就労移行支援事業利用者は、１７人と見込まれます。今後の 

利用者の伸びを１人／年で見込み、平成２９年度末における就労移行支援事業の利用者 

の目標を２０人としました。 

 

項目 数値 考え方 

平成 25 年度末の就労移行支援事業 

の利用者数（Ａ） 
１６人 

平成 25 年度末において就労移行

支援事業を利用した者の数 

【目標値 ④】 

目標年度の就労移行支援事業の利用

者数（Ｂ＝Ａ×１.２５） 

２０人 

１２５％ 

平成 29 年度末において就労移行

支援事業を利用する者の数 

 

 平成２９年度末における就労移行支援事業の利用者数を２０人以上とする。 

目標値 ⑤  就労移行支援事業の利用者数 

 平成２９年度において福祉施設を退所し、一般就労する人の数を２１人以上とする。 

目標値 ④  福祉施設から一般就労への移行 

● 国の指針  平成２４年度の実績の２倍以上 

● 国の指針  平成２５年度末の利用者の６割以上の増加 
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【目標設定にあたって】 

 平成２５年度末の就労移行支援事業所のうち、就労移行率３割以上の事業所は５割で 

した。平成２６年度末の見込みも５割が見込まれます。 

平成２８年度末までに、就労移行支援事業所が１か所増える見込みから、平成２９年 

度末の見込みを６割と見込みました。 

 

項目 数値 考え方 

平成29年度末の就労移行支援事業所

の数（Ａ） 
３箇所 

平成 29 年度末における就労移行

支援事業所の数 

平成29年度末の就労移行率３割以上

の事業所の数（Ｂ） 
２箇所 

平成 29 年度末において就労移行

率３割以上の事業所の数 

【目標値 ⑤】 

目標年度の就労移行率３割以上の事

業所の割合（Ｂ／Ａ） 

６６％ 

平成 29 年度末において、就労移

行支援事業所のうち、就労移行率

が３割以上の事業所の割合 

 

 平成２９年度末において、就労移行支援事業所の就労移行率が３割以上の事業所の割

合を６割以上とする。 

目標値 ⑥  就労移行率の３割以上の事業所の割合 

● 国の指針  ５割以上 



 

 

第４章 

 

障害福祉施策の見込量及び見込量のための方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



26 
 

第４章 障害福祉施策の見込量及び見込量確保のための方策 

 

 障害のある人が、住み慣れた地域において必要な支援が受けられるように障害福祉サ

ービスなどの提供体制を確保するため、これまでのサービス利用実績、アンケート調査

及びサービス事業所の事業計画などを参考に、障害福祉サービス、相談支援及び地域生

活支援事業の見込量とそれを確保するための方策を掲げます。 

 

１ 障害福祉サービスの見込量と確保のための方策 

 

（１） 訪問系サービス 

 

① サービスの概要 

サービス名 内  容 

居宅介護(ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟ) 自宅での入浴や排せつ、食事の介護や通院の介助等を行います。 

重度訪問介護 
重度の肢体不自由（常に介護が必要）な人に、自宅での入浴や排せつ、

食事などの介護や外出時の移動支援等を総合的に行います。 

行動援護 
知的障害や精神障害により行動が困難で常に介護が必要な人に、行動

時必要な介助や外出時の移動中の介助等を行います。 

同行援護 
重度の視覚障害により移動が困難な人に、外出時に必要な介助を行い

ます。 

重度障害者等包括支援 
重度の障害（常に介護が必要）のある人に、居宅介護などの複数の障

害福祉サービスを包括的に提供します。 

 

② サービスの見込量            単位：１か月あたりの利用時間及び人数 

サービス名 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

居宅介護 
時間 １，２５２ １，３０８ １，３６６ 

人 １０６ １１５ １２６ 

重度訪問介護 
時間 １００ １００ １００ 

人 １ １ １ 

行動援護 
時間 １６０ １６０ １６０ 

人 ４ ４ ４ 
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サービス名 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

同行援護 
時間 １７０ １８３ ２０９ 

人 １３ １４ １６ 

重度障害者等包括支援 
時間 １８０ １８０ １８０ 

人 １ １ １ 

訪問系サービス計 
時間 １，８６２ １，９３１ ２，０１５ 

人 １２５ １３５ １４８ 

 

【訪問系サービスの見込量を確保するための方策】 

訪問系サービスの中でも、居宅介護、同行援護については、今後も利用者の増加が 

見込まれています。障害のある人の地域生活を支えるサービスとして欠かせないこと

から、引き続きサービス提供体制の確保に努めます。相談支援事業の充実を図りなが

ら、障害のある人が必要としているサービスを的確に把握し、必要なサービスの提供

を実施します。障害福祉サービス事業所へ同行援護等の従事者要件である研修制度等

の周知を図り、人材確保の支援とサービスの質の向上について働きかけを行います。 

 

（２） 日中活動系サービス 

 

① サービスの概要 

サービス名 内  容 

療養介護 
医療の必要な障害者で常に介護が必要な人に、日中、医療機関で機能訓

練や療養上の管理、看護、介護や世話を行います。 

生活介護 
常に介護が必要とする人に、日中、施設等で入浴、排せつ、食事の介護

や創作的活動の機会を提供します。 

自立訓練  
(機能訓練) 

身体障害のある方が地域で自立した日常生活を送れるよう、一定期間に

おいて身体機能向上のために必要な訓練を行います。 

自立訓練 
 (生活訓練) 

知的障害や精神障害のある方が地域で自立した日常生活を送れるよう、

一定期間において生活能力の維持・向上のために必要な訓練を行います。 

就労移行支援 
就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識や能力の向上のため

の訓練を行います。 

就労継続支援（Ａ型） 通常の事業所での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識

や能力の向上のための訓練を行います。雇用契約による就労を行います。 
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サービス名 内  容 

就労継続支援（Ｂ型） 
通常の事業所での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識

や能力の向上のための訓練を行います。雇用契約は結びません。 

短期入所 

(ｼｮｰﾄｽﾃｲ) 

自宅で介護を行う人が病気の場合などに、短期間の入所により入浴、排

せつ、食事の介護などを行います。 

 

① サービスの見込量         単位：１か月あたりの利用人日（※）及び人数 

サービス名 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

生活介護 
人日 ３，８４３ ３，８９６ ３，９５０ 

人 ２０４ ２０７ ２１０ 

自立訓練 
(機能訓練) 

人日 １０４ １３３ １４８ 

人 ７ ９ １０ 

自立訓練 
(生活訓練・日中) 

人日 ２１４ ２２９ ２４５ 

人 １４ １５ １６ 

自立訓練 
(生活訓練・夜間) 

人日 ３７２ ４００ ４２９ 

人 １３ １４ １５ 

就労移行支援 
人日 ３２４ ３６５ ４０５ 

人 １６ １８ ２０ 

就労継続支援 

（Ａ型） 

人日 １６０ １６０ １６０ 

人 １ １ １ 

就労継続支援 

（Ｂ型） 

人日 ２，８０３ ２，８５３ ２，９０４ 

人 １６６ １６９ １７２ 

療養介護 人 ３４ ３５ ３６ 

短期入所 

（福祉型） 

人日 １８７ ２１２ ２２９ 

人 ２３ ２６ ２８ 

短期入所 

（医療型） 

人日 ４０ ４０ ４０ 

人 ４ ４ ４ 

※ 人日＝延べ利用日数 
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【日中活動系サービスの見込量を確保するための方策】 

日中活動系のサービスは、障害のある人が住み慣れた地域において自立した社会生 

活及び日常生活を送るための日中の活動の場として重要なサービスです。障害のある

人の増加や介護を行う人の高齢化などにより、利用者の増加が見込まれています。障

害のある人が必要とするサービスについて、ニーズ調査や障害福祉サービス事業所と

の情報共有などを行い、適切なサービスの提供体制の整備を図ります。 

 就労支援サービスである就労移行支援、就労継続支援Ｂ型は、障害福祉サービス事

業所、市、ハローワーク、特別支援学校などが連携し、障害のある人の就労に向けた

支援を継続していきます。特に就労継続支援Ｂ型は、今後も利用のニーズが高いこと

から、事業所の定員増設の推進を図るための支援策の検討及びサービス内容の充実に

向けた取組みを進めていきます。 

短期入所については、家族構成の変化及び家族の就労支援並びに介護者の高齢化な

どに伴い、今後も利用者の増加が見込まれています。障害福祉サービス事業所と協議

を行いながら、障害のある人の日常生活支援とその家族の方の介護の負担軽減につな

がるようにサービスを提供していきます。 

 

（３）居住系サービス 

 

① サービスの概要 

サービス名 内  容 

共同生活援助 
(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ) 

共同生活を営む住居で、日常生活上必要となる相談、援助、食事、入浴

及び排せつ等の介助等を行います。 

施設入所支援 
施設に入所する人に、夜間や休日に入浴や排せつ、食事の介護、その他
の必要な日常生活の援助を行います。 

 

② サービスの見込量               単位：１か月あたりの利用人数 

サービス名 
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

実利用者数（人） 実利用者数（人） 実利用者数（人） 

共同生活援助 
(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ) 

７８ ８１ ８５ 

施設入所支援 １１９ １１８ １１７ 

 

【居住系サービスの見込量を確保するための方策】 

共同生活援助（グループホーム）については、共同生活において障害のある人の日常

生活を支えるサービスとして利用者は多く、平成２６年度現在、本市に１２か所の共同

生活援助（グループホーム）がありますが、ほぼ、利用者は定員に達しています。今後
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は、定員の増設が必要となっています。定員の増設については、施設の建設や取得が必

要になることから、障害福祉サービス事業所に対し、補助金制度の活用についての情報

提供等を的確に行い、施設整備の促進を図っていきます。また、障害福祉サービス事業

所及び相談支援事業所と連携しながら、一人でも多く地域へ移行できるように支援体制

を整備していきます。 

 

（４） 相談支援 

 

① サービスの概要 

サービス名 内  容 

計画相談支援 

障害福祉サービスの支給決定または支給決定の変更前に、サービス等利

用計画案を作成し、支給決定後のサービス等利用計画が適切であるか一

定期間ごとに検証（モニタリング）を行い、サービス等利用計画の見直

しを行います。 

地域移行支援 
障害者支援施設や病院に入所している人に対し、地域で生活するための

住居の確保や準備のための同行支援などを行います。 

地域定着支援 

地域で生活している単身の障害のある人や、退所、退院後で見守りが必

要な人に、夜間等を含めた緊急時における連絡相談などのサポートを行

います。 

 

② サービスの見込量               単位：１か月あたりの利用人数 

サービス名 
平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

実利用者数（人） 実利用者数（人） 実利用者数（人） 

計画相談支援 １３０ １３４ １３９ 

地域移行支援 ２ ３  ４ 

地域定着支援 ５６ ６２ ６９ 

 

【相談支援の見込量を確保するための方策】 

 サービス利用者本位のケアマネジメントが展開できるように、柏崎刈羽地域障害者自

立支援協議会を中心とした、指定特定相談支援事業者、指定一般相談支援事業者、障害

福祉サービス事業所、関係機関等のネットワークの強化を図り、地域の相談支援体制の

充実を進めます。相談支援専門員の養成研修等への参加の促進を図り、ケアマネジメン

トを担う人材の確保に努めていきます。発達障害や高次脳機能障害がある人への相談支

援体制のあり方などの研修等への参加・研究を進めるとともに、困難ケースに対応でき

る専門的な相談支援体制の構築を目指します。 
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２ 障害児支援の見込量と確保のための方策 

 

（１） 児童福祉法のサービスの概要 

サービス名 内  容 

児童発達支援 
就学前の児童を対象とし、日常生活の基本的な動作の習得や集

団生活への参加のための療育支援活動を行います。 

放課後等デイサービス 
就学している障害児の放課後や夏休みなどの長期休暇中にお

いて、生活能力向上のための訓練を行います。 

障害児相談支援 

障害児通所支援の利用に係る内容等を定めた「障害児支援利用

計画」の作成を行い、一定期間ごとに見直し（モニタリング）

を行います。 

 

① 障害児支援の見込量           単位：１か月あたりの利用人日及び人数 

サービス名 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 

児童発達支援 

人日 ２９５ ３０８ ３２４ 

人 １１２ １１７ １２３ 

放課後等デイサービス 

人日 ２７６ ２９０ ３１２ 

人 ３８ ４０ ４３ 

障害児相談支援 人 ２０ ２４ ２９ 

※ 人日＝延べ利用日数 

 

【障害児支援の見込量を確保するための方策】 

 障害児支援については、児童発達支援及び放課後デイサービスともに、障害児などの

増加に伴い、利用の増加が見込まれています。 

発達障害児等の支援については、柏崎刈羽地域障害者自立支援協議会において、発達

障害児の関係団体、障害福祉サービス事業所、相談支援事業所、医療関係者、教育関係

者などの関係機関と連携を図り、情報共有するとともに、保育所等訪問支援と同等のサ

ービスの提供を継続実施し、障害児支援及び保護者の負担軽減を図ります。 
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３ 地域生活支援事業の見込量と確保のための方策 

 

（１） 地域生活支援事業の概要 

サービス名 内  容 

理解促進研修・啓発事業 
地域社会の住民に対して、障害のある人等に対する理解を深

めるための研修・啓発事業を行います。 

自発的活動支援事業 
障害のある人やその家族、地域住民等が自発的に行う行動に

対して支援を行います。 

相談支援事業 
障害のある人などの相談に応じ、必要な情報提供や助言、障

害福祉サービスの利用支援を行います。 

成年後見制度利用支援事業 

知的障害や精神障害があり、判断能力が不十分な人の成年後

見制度の利用支援と制度利用に係る費用について助成しま

す。 

成年後見制度法人後見支援事業 
成年後見制度における後見等の業務を適正に行うことができ

る法人を確保できる体制を整備します。 

意思疎通支援事業 
聴覚障害のある方へ手話通訳者（手話奉仕員）や要約筆記奉

仕員を派遣します。 

日常生活用具給付等事業 
重度障害のある人に対し、自立支援用具等日常生活用具の給

付を行います。 

手話奉仕員養成研修事業 
日常会話等を行うのに必要な手話表現技術等を習得した手話

奉仕員を養成研修します。 

移動支援事業 
屋外での移動が困難な障害のある人に外出のための支援を行

います。 

地域活動支援センター機能

強化事業 

創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流の促進

等を行う地域活動支援センターの機能を充実強化します。 

日中一時支援事業 
一時的に預かることにより、日中活動の場を提供し、家族の

就労支援や介護者が不在の場合の支援を行います。 

生活サポート事業 
障害支援区分が非該当の場合で、家事等の支援が必要な人に

障害福祉サービスの提供を行います。 

社会参加支援事業 
スポーツ・芸術文化活動等を行うことにより、障害のある人

の社会参加を支援します。 

訪問入浴サービス事業 
自力で入浴が困難な障害のある人に対して、訪問入浴車を派

遣して、自宅での入浴の介助を行います。 



33 
 

① 理解促進研修・啓発事業の見込量 

種類 単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

理解促進研修・啓発事業 実施の有無 有 有 有 

 

【理解促進研修・啓発事業の見込量を確保するための方策】 

 市が主催するイベント、講演会、健康啓発事業などに、柏崎刈羽地域障害者自立支援

協議会から講師を派遣し障害者理解の促進を図ります。 

 

② 自発的活動支援事業の見込量 

種類 単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

自発的活動支援事業 実施の有無 有 有 有 

 

【自発的活動支援事業の見込量を確保するための方策】 

障害のある人が、自発的に活動している障害者団体への支援を継続し、障害のある人

の社会参加を促します。 

 

③ 相談支援事業の見込量              （１か月あたりの利用者数） 

種類 単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

障害者相談支援事業 人 １,２３８ １,２１３ １,１８８ 

基幹相談支援センター 実施の有無 無 無 無 

住宅入居等支援事業 実施の有無 無 無 無 

 

【相談支援事業の見込量を確保するための方策】 

 障害のある人やその家族からの相談に応じ、必要な情報提供や助言、障害福祉サービ

スの利用支援を行っています。今後も障害相談支援事業の周知を行い、相談支援事業の

利用促進を図ります。 

 

④ 成年後見制度利用支援事業の見込量 

種類 単位 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

成年後見制度利用支援事業 実利用見込者数 ４ ４ ５ 
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【成年後見制度利用支援事業の見込量を確保するための方策】 

 障害者相談支援事業や日常生活自立支援事業等を実施している事業所と連携して、成 

年後見制度の利用が必要な方の支援を行っていきます。 

 

⑤ 成年後見制度法人後見支援事業の見込量 

種類 単位 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

成年後見制度法人後見支援事業 実施の有無 有 有 有 

 

【成年後見制度法人後見支援事業の見込量を確保するための方策】 

 市民後見人を育成し、法人後見実施団体の支援員として活用する事業を支援していき 

ます。 

 

⑥ 意思疎通支援事業の見込量 

種類 単位 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

手話通訳者設置事業 設置人数 １ １ １ 

手話通訳者・要約筆記者 

派遣事業 
実利用件数 １５ １５ １５ 

 

【意思疎通支援事業の見込量を確保するための方策】 

手話通訳者（手話奉仕員）や要約筆記奉仕員の派遣事業は、市内ボランティア団体に 

委託して学校行事や通院時の意思疎通支援を実施しています。 

 今後も制度の周知を行い、利用を促進していきます。 

 

⑦ 日常生活用具給付等事業の見込量 

 年間給付件数 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

介護訓練支援用具 ４ ４ ４ 

自立生活支援用具 ２２ ２２ ２２ 

在宅療養等支援用具 ２０ ２０ ２０ 

情報・意志疎通支援用具 ３８ ３８ ３８ 

排せつ管理支援用具 ２,０００ ２,１００ ２,２００ 

住宅改修費 ４ ４ ４ 
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【日常生活用具給付等事業の見込量を確保するための方策】 

 日常生活用具給付等事業は、重度の障害がある人に自立した生活を営むために役立つ

用具の購入代金を公費で援助するものです。 

 今後も障害のある人のニーズや実態に即した給付品目について検討していきます。 

 

⑧ 手話奉仕員養成研修事業 

種類 単位 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

手話奉仕員養成研修事業 実養成講習終了見込者数 １５ １５ １５ 

 

【手話奉仕員養成研修事業の見込量を確保するための方策】 

手話奉仕員養成研修事業は、市内ボランティア団体に委託しています。 

 今後も制度の周知を行い、受講者を増やし、意思疎通支援の体制を整備していきます。 

 

⑨ 移動支援事業の見込量 

 １年当たりの延べ利用時間 １年当たりの実利用人数 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

移動支援事業 7,503 7,938 8,398 97 101 106 

 

【移動支援事業の見込量を確保するための方策】 

 障害のある人が外出する際の付き添いや見守りの支援を行っています。自立した日常

生活を送るうえで、利用度は高く、年々利用者は増加しています。また、アンケート調

査においてもニーズが高いサービスとなっています。今後もサービス提供体制の確保を

図るとともに、新規サービス事業所の参入の促進に取り組んでいきます。 

 

 

⑩ 地域活動支援センター機能強化事業の見込量 

 実施見込個所数 １年当たりの実利用見込人数 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

自市町村分 １ １ １ １３６ １３８ １４０ 

他市町村分 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
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【地域活動支援センター機能強化事業の見込量を確保するための方策】 

地域活動支援センターⅠ型において、精神保健福祉士等の専門職員を配置し、医療・ 

福祉及び地域の社会基盤との連携強化のための調整、障害に対する理解促進を図るため

の普及啓発等の事業を、１事業所へ委託しています。今後も障害のある人の地域活動の

支援及び社会との交流の促進を図り、地域活動支援センターの支援体制の充実に向けた

取組みをしていきます。 

 

⑪ 訪問入浴サービス事業の見込量 

 １年当たりの実施回数 １年当たりの実利用人数 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

平成 

27 年度 

平成 

28 年度 

平成 

29 年度 

訪問入浴サービス事業 １４４ ２４０ ３３６ ３ ５ ７ 

 

【訪問入浴サービス事業の見込量を確保するための方策】 

 訪問入浴サービス事業は、障害のある人の健康維持及び気分転換、介護者の負担軽減

等を図るために、有効なサービスです。今後も安全安心なサービスの提供体制を維持し

ます。潜在的な未利用者が見込まれているため、サービス内容の周知を行い、利用の促

進を図ります。 

 

⑫ 日中一時支援事業の見込量 

 １年当たりの延べ利用回数 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

日中一時支援事業 ５,６７８ ５,９５０ ６,２３６ 

 

【日中一時支援事業の見込量を確保するための方策】 

 本市の日中一時支援事業は、施設で日帰りの「日中短期入所」、高校生以下の児童・

生徒の放課後支援を行う「学齢期障害児支援」、社会に適応するための訓練を行う「社

会適応訓練」となっています。今後も多様なニーズに対応したサービスの提供体制の確

保に取り組んでいきます。 

 

⑬ 生活サポート事業の見込量 

 １年当たりの利用時間 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

生活サポート事業 ２４０ ２４０ ２４０ 
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【生活サポート事業の見込量を確保するための方策】 

 当事業については、障害支援区分の判定が非該当になった人に対して、家事などの支

援を行うことで地域での自立した日常生活を支援するものです。障害福祉サービス事業

所と連携し、適切なサービスの提供を行います。 

 

⑭ 社会参加支援事業の見込量 

種類 単位 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

スポーツ・レクリエーショ

ン教室開催等事業 
年間実施回数 ４ ４ ４ 

点字・声の広報等発行事業 
年間延べ利用

者数 
３７ ３７ ３７ 

奉仕員養成研修事業 

（点訳・音訳・要約筆記） 
年間実利用者数 １３ １３ １３ 

自動車運転免許取得・改造

助成事業 
年間実利用者数 １７ １７ １７ 

 

【社会参加支援事業の見込量を確保するための方策】 

 スポーツ・レクリエーション教室開催等事業については、アンケートで今後利用した

いサービスとして、ニーズが高くなっています。スポーツ関係団体などと協力し、事業

の周知を行うことにより参加の促進を図ります。 

 また、点字・声の広報等発行事業や点訳・音訳奉仕員の養成研修を市内ボランティア

団体に委託し、視覚障害のある人に対する情報提供の充実を図ります。 

 

 

 



 

 

第５章 

 

計画の推進に向けて 
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第５章 計画の推進に向けて 

 

 

１ 計画の進行管理と分析・評価 

 

 平成２５年４月に施行された障害者総合支援法では、計画に定める事項について、定

期的に調査、分析及び評価を行い、必要があると認められるときは、計画を変更するこ

とその他必要な措置を講じること（ＰＤＣＡサイクル）とされました。 

 

（１） ＰＤＣＡサイクルの導入 

ＰＤＣＡサイクルとは障害福祉計画において、「計画（Plan）」、「実行（Do）」、「評価

（Check）」、「改善（Act）」のプロセスを順に実施していくものです。 

 

計画（Plan） 
「基本指針」に即して成果目標及び活動指標を設定するとともに、障

害福祉サービスの見込量の設定やその他確保方策等を定める。 

実行（Do） 計画の内容を踏まえ、事業を実施する。 

評価（Check） 
「基本指針」に即して成果目標及び活動指標を設定するとともに、障

害福祉サービスの見込量の設定やその他確保方策等を定める。 

改善（Act） 
中間評価等の結果を踏まえ、必要があると認めるときは、障害福祉計

画の見直し等を実施。 

 

（２）分析・評価・見直し 

成果目標及び活動指標については、少なくとも１年に１回その実績を把握し、障害者

施策や関連施策の動向も踏まえながら、計画の中間評価として、分析・評価を行い、必

要があると認めるときは、計画の変更や事業の見直し等の措置を講じます。 

 

 

２ 計画の推進体制の充実 

 

本計画の推進あたっては、障害のある人の就労支援や地域生活への移行支援など、福

祉分野だけでなく、保健・医療をはじめ、人権、雇用、教育、文化、住宅など多様な分

野の関係機関や関係団体との連携が必要となります。 

本市では、平成１９年に柏崎市と刈羽村共同で、「柏崎刈羽地域障害者自立支援協議

会」を設置し、障害福祉計画を推進するために、相談支援事業者、障害福祉サービス事

業者、保健、医療、雇用、教育、行政等の関係機関が相互に連絡し合い、情報を共有し、
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連携を図りながら障害のある人の住み慣れた地域での支援体制の整備などについて協

議を行っています。 

また、平成２６年４月から市長の附属機関として、障害者団体や障害福祉事業所の代

表者等、医療、雇用、教育、一般市民などから構成される「柏崎市障害者福祉推進会議」

を設置し、障害福祉計画の策定にあたって、意見を聴取し、計画の進捗状況の確認、評

価、見直しを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障 害 福 祉 計 画 

柏崎市障害者福祉推進会議 

①策定（Plan） ③最終評価(Check) 

④見直し（Action） 

ボランティア 地域・コミュニティ 

企業 

②施策の推進 

(Do) 

③振り返り 

(Check) 

市民 

柏崎刈羽地域障害者 

自立支援協議会 

相談支援事業所 

保護者会 

ＮＰＯ 

病院 
学校 

当事者団体 

障害福祉サービス事業所 

刈羽村 

民生委員 

計画の推進体制 



 

 

資料編 
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１  目的   柏崎市第４期障害福祉計画策定作業の中で数値目標、サービス見込み量を設定するにあた

り、事前に利用者等のニーズ把握を行うことを目的とする。 

 

２  アンケート対象者 〇市内に居住している障害のある方の中から５００名を抽出（６５歳以上除く）。 

      ５４０名   ※５００名の内訳・・・障害福祉サービス利用者３５０名、未利用者１５０名 

             〇発達障害をお持ちの方４０名（障害者団体などに配付依頼。65 歳以上除く）。 

 

３  内容 

    問１～問６   性別・年齢・家族について 

    問７～問１４  障害の状況について 

    問１５～問１７ 住まいや暮らしについて 

    問１８～問２４ 日中活動や就労について 

    問２５～問２９ 障害福祉サービス等の利用について 

    問３０～問３１ 相談相手について 

    問３２～問３４ 権利擁護について 

    問３５～問３７ 災害時の避難等について 

 

４  実施時期  発送：平成２６年８月２５日       提出期限：平成２６年９月１０日 

  

５  回収率   ６１．６％（３３3/５４０） 

 

 

 

※なお、参考で掲載している障害区分別のデータにおいて、「その他」とは難病の認定を受けていると回答し

た方、および高次脳機能障害と診断されたことがある、と回答した方の合計。また、障害区分ごとの合計は

全回答者数とは等しくはならない（障害の重複があるため）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏崎市第４期障害福祉計画策定のためのアンケート調査結果 
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【参考：障害区分別】 

 
 

 

 

 

 

 

 

男性

60%

女性

39%

未回答

1%

55.4%

59.2%

53.6%

72.8%

55.1%

43.9%

39.5%

46.4%

26.2%

42.9%

0.7%

1.3%

0.0%

1.0%

2.0%

身体障害

(n=148)

知的障害

(n=157)

精神障害

(n=84)

発達障害

(n=103)

その他

(n=49)

  人数（人） 割合（％） 

1 男性 199 60% 

2 女性 131 39% 

未回答 3 1% 

合計 333 100% 

問１ あなたの性別は、次のうちどれですか？ 

 男女の割合は、どの障害区分も男性が高く、特に発達障害の割合が高い（72.8％） 
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【参考：障害区分別】 

 

 

 

 

 

 

０～１２歳

10%

１３～１７歳

8%

１８～２９歳

21%

３０～３９歳

11%

４０～４９歳

17%

５０～５９歳

19%

６０～６４歳

13%

未回答

1%

7.4%

13.4%

21.4%

6.1%

3.4%

12.1%

3.6%

19.4%

6.1%

12.8%

31.2%

16.7%

34.0%

8.2%

10.8%

12.1%

14.3%

9.7%

20.4%

15.5%

16.6%

25.0%

9.7%

12.2%

29.1%

8.9%

28.6%

2.9%

24.5%

20.3%

5.1%

10.7%

2.9%

22.4%

年齢別

身体障害

(n=148)

知的障害

(n=157)

精神障害

(n=84)

発達障害

(n=103)

その他

(n=49)

０～１２歳 １３～１７歳 １８～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０～６４歳 未回答

  人数（人） 割合（％） 

1 ０～１２歳 35 10% 

2 １３～１７歳 28 8% 

3 １８～２９歳 68 21% 

4 ３０～３９歳 38 11% 

5 ４０～４９歳 54 17% 

6 ５０～５９歳 64 19% 

7 ６０～６４歳 43 13% 

未回答 3 1% 

合計 333 100% 

問２ あなたの年齢は、次のうち、どの区分に当てはまりますか。（平成２６年８月１日現在） 

 身体障害・精神障害は「50～59 歳」（身体 29.1％、精神 28.6％）、知的障害・発達障害は「18～

29 歳」（知的 31.2％、発達 34.0％）の年代の回答が多い 
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※割合の分母は、アンケート回収数（３３3） 

 

【参考：障害区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

89

43

190

23

79

48

6

11

0

0 50 100 150 200

1 ひとりで暮らしている

2 夫又は妻

3 親

4 子供・孫

5 兄弟姉妹

6 祖父母

7 友人・仲間

8 その他

なし

(人

  人数（人） 割合（％） 

1 ひとりで暮らしている 89 27% 

2 夫又は妻 43 13% 

3 親 190 57% 

4 子供・孫 23 7% 

5 兄弟姉妹 79 24% 

6 祖父母 48 14% 

7 友人・仲間 6 2% 

8 その他 11 3% 

なし 0 0% 

  
ひ
と
り
で 

暮
ら
し
て
い
る 

夫
又
は
妻 

 

親 子
供
・
孫 

兄
弟
姉
妹 

祖
父
母 

友
人
・
仲
間 

そ
の
他 

身体障害 25.7% 23.0% 50.0% 12.2% 12.8% 9.5% 1.4% 4.7% 

知的障害 31.8% 1.3% 63.1% 1.3% 31.2% 16.6% 1.3% 1.9% 

精神障害 25.0% 14.3% 57.1% 9.5% 16.7% 10.7% 2.4% 3.6% 

発達障害 17.5% 1.0% 79.6% 1.0% 41.7% 29.1% 1.0% 1.0% 

その他 24.5% 26.5% 46.9% 12.2% 12.2% 6.1% 0.0% 4.1% 

問３ あなたは、現在誰と暮らしていますか。（複数回答あり） 

・全ての障害区分において、「親」と暮らすと回答した割合が高い 

・「ひとりで暮らしている」と回答した割合は、知的障害（31.8％）が高い 
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【参考：障害区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受けている

60%

受けていない

38%

未回答

2%

69.6%

75.8%

39.3%

56.3%

71.4%

29.7%

22.9%

59.5%

41.7%

28.6%

0.7%

1.3%

1.2%

1.9%

0.0%

身体障害

(n=148)

知的障害

(n=157)

精神障害

(n=84)

発達障害

(n=103)

その他

(n=49)

  人数（人） 割合（％） 

1 受けている 201 60% 

2 受けていない 126 38% 

未回答 6 2% 

合計 333 100％ 

問４ あなたは、現在どなたかの介助を受けていますか。 

・介助を「受けている」と回答した割合は、半数を超えている（60.0％） 

・中でも知的障害の割合が高い（75.8％） 
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※介助なしは１３０人 

 

【参考：障害区分別】 

  父
母 

兄
弟
姉
妹 

夫
又
は
妻 

子
ど
も 

祖
父
母 

親
類
・
縁
者 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 

施
設
・
病
院
職
員 

そ
の
他 

介
助
な
し 

身体障害 30.4% 2.7% 10.1% 2.0% 2.0% 0.0% 0.0% 12.8% 18.9% 0.0% 20.9% 

知的障害 47.1% 1.9% 0.6% 0.0% 3.2% 0.0% 0.6% 2.5% 29.3% 1.3% 13.4% 

精神障害 17.9% 2.4% 4.8% 0.0% 1.2% 0.0% 0.0% 8.3% 9.5% 2.4% 53.6% 

発達障害 43.7% 1.0% 1.0% 0.0% 3.9% 0.0% 1.0% 0.0% 15.5% 1.0% 33.0% 

その他 34.7% 4.1% 16.3% 2.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.2% 18.4% 2.0% 14.3% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父母

47%

兄弟姉妹

3%

夫又は妻

7%
子ども

1%

祖父母

3%

ボランティア

0%

ホームヘル

パー

10%

施設・病院職

員

27%

その他

2%

  人数（人） 割合（％） 

1 父母 108 47% 

2 兄弟姉妹 8 3% 

3 夫又は妻 16 7% 

4 子ども 3 1% 

5 祖父母 8 3% 

6 親類・縁者 0 0% 

7 ボランティア 1 0% 

8 ホームヘルパー 22 10% 

9 施設・病院職員 62 27% 

10 その他 4 2% 

合計 232 100% 

問５ あなたを主に介助している方は、どなたですか。 

・介助している方の 6 割は家族、4 割は障害福祉サービス等の支援者である 

・身体障害、知的障害、発達障害とも「父母」と回答した割合が最も高く、精神障害は「介助なし」と

回答した割合が最も高い 
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項目 ひとり（人） 一部介助（人） 全介助（人） 合計（人）  

① 食事 100 69 39 208  

② トイレ 102 53 48 203  

③ 入浴 75 59 67 201  

④ 衣服の着脱 98 61 45 204  

⑤ 身だしなみ 53 87 61 201  

⑥ 家の中の移動 128 33 38 199  

⑦ 外出  37 82 89 208  

⑧ 家族以外の人と

の意思疎通 
64 91 49 204 

 

⑨ お金の管理  29 45 135 209  

⑩ 薬の管理 41 37 124 202  

 

【参考：障害区分別 介助を受けている人の割合（全介助＋一部介助）】 

  

 

食
事 

ト
イ
レ 

入
浴 

衣
服
の
着
脱 

身
だ
し
な
み 

家
の
中
の
移
動 

外
出 

家
族
以
外
の
人 

 
 
 

と
の
意
思
疎
通 

お
金
の
管
理 

薬
の
管
理 

身体障害 46.6% 43.2% 51.4% 48.6% 52.7% 39.9% 60.1% 43.9% 54.7% 52.0% 

知的障害 43.9% 45.9% 52.9% 43.3% 66.2% 27.4% 70.1% 67.5% 77.1% 73.2% 

精神障害 16.7% 6.0% 10.7% 8.3% 16.7% 3.6% 23.8% 20.2% 33.3% 22.6% 

発達障害 26.2% 21.4% 31.1% 24.3% 47.6% 13.6% 50.5% 50.5% 59.2% 51.5% 

その他 46.9% 46.9% 57.1% 49.0% 57.1% 42.9% 67.3% 44.9% 59.2% 53.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ あなたを主に介助している方は、あなたの日常生活で、次の項目についてどれくらい介助が必要ですか。 

・日常生活において必要とする主な介助は、「お金の管理」（180 人）、「外出」（171 人）、「薬の管理」（161

人）である。 

・身体障害は「外出」（60.1％）と回答した割合が最も高く、知的障害・精神障害・発達障害は「お金の

管理」（知的 77.1％・精神 33.3％・発達 59.2％）と回答した割合が最も高い 
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※割合の分母は、問７で等級を選んだ回答数（１４８） 

 

 

 

 

１級

19%

２級

14%

３級

6%
４級

4%５級

1%
６級

1%

持ってい

ない

42%

未回答

13%

1 視覚障

害; 6% 2 聴覚障

害; 5%

3 音声・

言語・

そしゃ

く機能障

害; 4%

4 肢体不

自由（上

肢）; 

16%

5 肢体不

自由（下

肢）; 

36%

6 肢体不

自由（体

幹）; 

20%

7 内部障

害; 19%

  人数（人） 割合（％） 

１ １級 62 19% 

２ ２級 46 14% 

３ ３級 19 6% 

４ ４級 13 4% 

５ ５級 4 1% 

６ ６級 4 1% 

７ 持っていない 141 42% 

未回答 44 13% 

合計 333 100% 

  人数（人） 割合（％） 

1 視覚障害 9 6% 

2 聴覚障害 7 5% 

3 音声・言語・ 

   そしゃく機能障害 
6 4% 

4 肢体不自由（上肢） 24 16% 

5 肢体不自由（下肢） 53 36% 

6 肢体不自由（体幹） 30 20% 

7 内部障害 28 19% 

問７ あなたは身体障害者手帳をお持ちですか。（該当する等級を選ぶ） 

問８ 身体障害者手帳をお持ちの場合、主たる障害をお答えください。 

 肢体不自由の方は、107 人（72％） 

 身体障害者手帳を持っている人は、148 人（45％） 
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A判定

25%

B判定

22%

もって

ない

45%

未回答

8%

１級

2%

２級

19%

３級

5%

持っていない

63%

未回答

11%

  人数（人） 割合（％） 

1 A 判定 85 25% 

2 B 判定 72 22% 

3 持っていない 149 45% 

未回答 27 8% 

合計 333 100% 

  人数（人） 割合（％） 

1 １級 5 2% 

2 ２級 62 19% 

3 ３級 17 5% 

4 持っていない 211 63% 

未回答 38 11% 

合計 333 100% 

問９ あなたは療育手帳をお持ちですか。（該当する等級を選ぶ） 

問 10 あなたは精神障害者保健福祉手帳をお持ちですか。（該当する等級を選ぶ） 

精神障害者保健福祉手帳を持っている人は、８４人（２６％） 

 療育手帳を持っている人は、１５７人（４７％） 
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受けている

9%

受けていな

い

87%

未回答

5%

ある

30%

ない

64%

未回答

5%

  人数（人） 割合（％） 

1 受けている 30 9% 

2 受けていない 288 87% 

未回答 15 5% 

合計 333 100％ 

  人数（人） 割合（％） 

1 ある 103 30% 

２ ない 212 64% 

未回答 18 5% 

合計 333 100％ 

問 1１ あなたは難病（特定疾患）の認定を受けていますか。 

問 1２ あなたは発達障害として診断されたことはありますか。 
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※割合の分母は、アンケート回収数（３３3） 

 

 

 

 

 

 

ある

7%

ない

86%

未回答

7%

6

6

2

8

5

4

0

2

1

2

80

24

0 20 40 60 80

1 気管切開

2 人工呼吸器

3 吸入

4 吸引

5 胃ろう・腸ろう

6 経管栄養

7 中心静脈栄養

8 透析

9 カテーテル留置

10 ストマ（人工肛門・人工膀胱）

11 服薬管理

12 その他

  人数（人） 割合（％） 

1 ある 23 7% 

2 ない 287 86% 

未回答 23 7% 

合計 333 100％ 

  人数（人） 割合（％） 

1 気管切開 6 2% 

2 人工呼吸器 6 2% 

3 吸入 2 1% 

4 吸引 8 2% 

5 胃ろう・腸ろう 5 2% 

6 経管栄養 4 1% 

7 中心静脈栄養 0 0% 

8 透析 2 1% 

9 カテーテル留置 1 0% 

10 ストマ 

（人工肛門・人工膀胱） 
2 1% 

11 服薬管理 80 24% 

12 その他 24 7% 

なし 220 66% 

問 14 あなたが現在受けている医療ケアをご回答ください。（複数回答あり） 

問 1３ あなたは高次脳機能障害として診断されたことがありますか。 

 

 現在受けている医療ケアの中では、「服薬管理」（24％）と回答した割合が最も高い 
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【参考：障害区分別 重複の状況】               （人） 

  身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 その他 

身体障害 46 28 14 0 25 

知的障害  48 2 47 2 

精神障害   37 15 3 

発達障害    14 0 

その他     1 

  ※上記の表に加え、３つ以上の障害が重複していると答えた回答者は 39 人。 

 

 

   

 

   

                          

 

【参考：障害区分別】 

  持
ち
家 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

公
営
住
宅 

民
間
ア
パ
ー
ト 

・
借
家 

社
宅
・
会
社
の
寮 

福
祉
施
設 

病
院 

そ
の
他 

身体障害 69.6% 2.7% 6.8% 4.5% 0.0% 9.5% 6.1% 0.7% 

知的障害 58.0% 7.6% 4.5% 3.2% 1.3% 19.7% 5.1% 0.6% 

精神障害 65.5% 4.8% 4.8% 10.7% 0.0% 9.5% 2.4% 2.4% 

発達障害 70.9% 3.9% 2.9% 5.8% 1.0% 12.6% 1.9% 1.0% 

その他 65.3% 2.0% 8.2% 10.2% 0.0% 8.2% 6.1% 0.0% 

  

 

 

 

持ち家

64%

グループホー

ム

5%

公営住宅

5%

民間アパー

ト・借家

6%

社宅・会社の

寮

1%

福祉施設

12%

病院

4%
その他

2%

未回答

1%

  人数（人） 割合（％） 

1 持ち家 214 64% 

2 グループホーム 18 5% 

3 公営住宅 18 5% 

4 民間アパート・借家 20 6% 

5 社宅・会社の寮 2 1% 

6 福祉施設 42 12% 

7 病院 13 4% 

8 その他 5 2% 

未回答 1 1% 

合計 333 100％ 

問 1５ あなたは、現在どちらに暮らしていますか。 

・全ての障害種別において、「持ち家」で暮らすと回答した割合が最も高い 

・障害特性に応じて、グループホーム、公営住宅、民間アパートなどで暮らしている 
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  人数（人） 割合（％） 

1 今のままで生活したい 49 50% 

2 グループホームなどを利用したい 13 14% 

3 家族と一緒に生活したい 23 25% 

4 一般の住宅で一人暮らしをしたい 7 8% 

5 その他 3 3% 

合計 95 100％ 

 

 

【参考：障害区分別】 

 

 

 

 

 

今のままで生活し

たい

50%

グループホームな

どを利用したい

14%

家族と一緒に生活

したい

25%

一般の住宅で一人

暮らしをしたい

8%

その他

3%

63.2%

56.4%

27.3%

41.7%

75.0%

10.5%

18.2%

4.5%

16.7%

0.0%

21.1%

20.0%

40.9%

37.5%

25.0%

2.6%

3.6%

18.2%

0.0%

0.0%

2.6%

1.8%

9.1%

4.2%

0.0%

身体障害

知的障害

精神障害

発達障害

その他

問 1６ あなたは将来、福祉施設や病院を出て、どのように生活したいと思いますか。 

・概ね半数の方が、地域移行を希望している（47％） 

・中でも精神障害の割合が高い（63.6％） 
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  人数（人） 割合（％） 

1 在宅で医療ケアなどが適切にうけられること 33 10% 

2 障害者に適した住居の確保 38 11% 

3 必要な在宅サービスが適切に利用できること 45 14% 

4 生活訓練等の充実 32 10% 

5 経済的な負担の軽減 50 15% 

6 相談対応などの充実施設 38 11% 

7 地域住民の理解 35 11% 

8 その他 5 2% 

なし 256 77% 

※割合の分母は、アンケート回収数（３３3） 

 

【参考：障害区分別】 

  在
宅
で
医
療
ケ
ア
な
ど
が 

適
切
に
う
け
ら
れ
る
こ
と 

障
害
者
に
適
し
た 

住
居
の
確
保 

必
要
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が 

適
切
に
利
用
で
き
る
こ
と 

生
活
訓
練
等
の
充
実 

経
済
的
な
負
担
の
軽
減 

相
談
対
応
な
ど
の
充
実
施
設 

地
域
住
民
の
理
解 

そ
の
他 

身体障害 9.5% 10.1% 8.8% 5.4% 12.2% 6.8% 7.4% 1.4% 

知的障害 11.5% 15.3% 17.2% 11.5% 17.8% 13.4% 15.9% 1.9% 

精神障害 7.1% 13.1% 9.5% 11.9% 11.9% 13.1% 10.7% 1.2% 

発達障害 5.8% 9.7% 11.7% 7.8% 10.7% 9.7% 10.7% 1.0% 

その他 8.2% 8.2% 8.2% 4.1% 6.1% 6.1% 2.0% 0.0% 

 

 

 

 

33

38

45

32

50

38

35

5

0 20 40 60 80

1 在宅で医療ケアなどが適切にうけられること

2 障がい者に適した住居の確保

3 必要な在宅サービスが適切に利用できること

4 生活訓練等の充実

5 経済的な負担の軽減

6 相談対応などの充実施設

7 地域住民の理解

8 その他

問 1７ 福祉施設や病院を出て生活するためには、どのような支援があればいいと思いますか。（複数回答あり） 

 地域移行を希望している割合の多かった精神障害においては、「障害者に適した住居の確保」

（13.1％）、「相談対応などの充実施設」（13.1％）と回答した割合が高い 
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  人数（人） 割合（％） 

1 通勤・通学・通所 190 57% 

2 訓練・リハビリ 50 15% 

3 医療機関への受診 191 57% 

4 買い物へ行く 211 63% 

5 友人・知人に会う 65 20% 

6 趣味やスポーツ 53 16% 

7 グループ活動に参加 36 11% 

8 散歩 101 30% 

9 その他 24 7% 

未回答 14 4% 

※割合の分母は、アンケート回収数（３３３） 

 

【参考：障害区分別】 

 通
勤
・
通
学
・ 

通
所 

訓
練
・ 

リ
ハ
ビ
リ 

医
療
機
関
へ 

の
受
診 

買
い
物
へ 

行
く 

友
人
・ 

知
人
に
会
う 

趣
味
や 

ス
ポ
ー
ツ 

グ
ル
ー
プ
活
動 

に
参
加 

散
歩 

そ
の
他 

身体障害 42.6% 23.0% 64.9% 52.7% 17.6% 10.1% 10.1% 29.7% 6.1% 

知的障害 66.9% 15.3% 47.8% 63.7% 8.3% 13.4% 13.4% 32.5% 7.6% 

精神障害 53.6% 9.5% 66.7% 70.2% 31.0% 21.4% 10.7% 28.6% 7.1% 

発達障害 78.6% 9.7% 39.8% 68.0% 15.5% 21.4% 10.7% 34.0% 5.8% 

その他 38.8% 22.4% 71.4% 40.8% 16.3% 14.3% 6.1% 28.6% 6.1% 

 

 

 

 

190

50

191

211

65

53

36

101

24

14

0 50 100 150 200 250

1 通勤・通学・通所

2 訓練・リハビリ

3 医療機関への受診

4 買い物へ行く

5 友人・知人に会う

6 趣味やスポーツ

7 グループ活動に参加

8 散歩

9 その他

未回答

問 1８ あなたは、どのような目的で外出することが多いですか。（複数回答あり） 

 外出の目的として、身体障害は「医療機関への受診」（64.9％）、知的障害・発達障害は「通勤・通学・

通所」（知的 66.9％・発達 78.6％）、精神障害は「買い物へ行く」（70.2％）と回答した割合が最も高い 



 

55 
 

 

 

  人数（人） 割合（％） 

1 公共交通機関が少ない 93 28% 

2 列車やバスの乗り降りが困難 74 22% 

3 道路や駅に階段や段差が多い 45 14% 

4 切符の買い方や乗換の方法がわかりにくい 44 13% 

5 外出先の建物の設備が不便（通路・トイレ等） 54 16% 

6 介助者が確保できない 23 7% 

7 外出にお金がかかる 83 25% 

8 周囲の目が気になる 58 17% 

9 発作など突然の身体の変化が心配 38 11% 

10 困った時にどうすればいいのか心配 86 26% 

11 その他 18 5% 

未回答 83 25% 

※割合の分母は、アンケート回収数（３３3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

93

74

45

44

54

23

83

58

38

86

18

83

0 20 40 60 80 100

1 公共交通機関が少ない

2 列車やバスの乗り降りが困難

3 道路や駅に階段や段差が多い

4 切符の買い方や乗換の方法がわかりにくい

5 外出先の建物の設備が不便（通路・トイレ等）

6 介助者が確保できない

7 外出にお金がかかる

8 周囲の目が気になる

9 発作など突然の身体の変化が心配

10 困った時にどうすればいいのか心配

11 その他

未回答

問 1９ 外出する時に困ることは何ですか。（複数回答あり） 

 外出の困りごととして、身体障害は「列車やバスの乗り降りが困難」（29.7％）、知的障害・発達障害

は「困った時にどうすればいいのか心配」（知的 35.0％・発達 36.9％）、精神障害は「外出にお金がか

かる」（40.5％）と回答した割合が最も高い 
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【参考：障害区分別】 

  
公
共
交
通
機
関
が
少
な
い 

列
車
や
バ
ス
の 

乗
り
降
り
が
困
難 

道
路
や
駅
に
階
段
や 

段
差
が
多
い 

切
符
の
買
い
方
や
乗
換
の 

方
法
が
わ
か
り
に
く
い 

外
出
先
の
建
物
の
設
備
が 

不
便
（
通
路
・
ト
イ
レ
等
） 

介
助
者
が
確
保
で
き
な
い 

外
出
に
お
金
が
か
か
る 

周
囲
の
目
が
気
に
な
る 

発
作
な
ど
突
然
の
身
体
の 

変
化
が
心
配 

困
っ
た
時
に
ど
う
す
れ
ば 

い
い
の
か
心
配 

そ
の
他 

身体障害 22.3% 29.7% 24.3% 6.1% 28.4% 7.4% 25.7% 17.6% 14.2% 14.9% 3.4% 

知的障害 32.5% 26.8% 10.2% 19.1% 16.6% 8.9% 21.0% 15.9% 14.0% 35.0% 4.5% 

精神障害 28.6% 9.5% 3.6% 9.5% 6.0% 4.8% 40.5% 22.6% 11.9% 23.8% 6.0% 

発達障害 28.2% 20.4% 3.9% 21.4% 10.7% 8.7% 24.3% 23.3% 10.7% 36.9% 2.9% 

その他 20.4% 32.7% 22.4% 6.1% 30.6% 8.2% 28.6% 16.3% 22.4% 20.4% 4.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

  人数（人） 割合（％） 

1 会社、自営業、家業により収入を得て仕事をしている 39 12% 

2 ボランティアなど、収入を得ない仕事をしている 1 0% 

3 専業主婦（主夫）をしている 12 4% 

4 福祉施設、作業所等に通っている（就労施設含む） 86 26% 

5 病院等のデイケアに通っている 10 3% 

6 リハビリテーションを受けている 4 1% 

7 自宅で過ごしている 60 18% 

8 入所している施設や病院などで過ごしている 50 15% 

9 大学、専門学校、職業訓練校などに通っている 1 0% 

10 特別支援学校（小中高等部）に通っている 33 10% 

11 一般の高校、小中学校に通っている 27 8% 

12 幼稚園、保育園などに通っている 4 1% 

13 その他 8 2% 

未回答 12 4% 

 

※割合の分母は、アンケート回収数（３３3） 

問２０ あなたは平日の日中を主にどのように過ごしていますか。 
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【参考：障害区分別】                             

  会
社
、
自
営
業
、
家
業
に
よ
り 

収
入
を
得
て
仕
事
を
し
て
い
る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
収
入
を 

得
な
い
仕
事
を
し
て
い
る 

専
業
主
婦
（
主
夫
）
を
し
て
い
る 

福
祉
施
設
、
作
業
所
等
に 

通
っ
て
い
る
（
就
労
施
設
含
む
） 

病
院
等
の
デ
イ
ケ
ア
に 

通
っ
て
い
る 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を 

受
け
て
い
る 

自
宅
で
過
ご
し
て
い
る 

入
所
し
て
い
る
施
設
や
病
院 

な
ど
で
過
ご
し
て
い
る 

大
学
、
専
門
学
校
、
職
業
訓
練
校 

な
ど
に
通
っ
て
い
る 

特
別
支
援
学
校
（
小
中
高
等
部
） 

に
通
っ
て
い
る 

一
般
の
高
校
、
小
中
学
校
に 

通
っ
て
い
る 

幼
稚
園
、
保
育
園
な
ど
に 

通
っ
て
い
る 

そ
の
他 

身体障害 9.6% 0.7% 5.5% 19.9% 4.8% 2.1% 29.5% 13.0% 0.7% 9.6% 1.4% 0.0% 3.4% 

知的障害 7.9% 0.0% 0.0% 28.5% 2.0% 0.0% 7.3% 25.2% 0.0% 16.6% 7.9% 2.6% 2.0% 

精神障害 14.4% 0.0% 4.4% 36.7% 2.2% 2.2% 22.2% 10.0% 0.0% 4.4% 0.0% 0.0% 3.3% 

発達障害 12.4% 0.0% 0.0% 22.9% 1.0% 0.0% 6.7% 15.2% 0.0% 21.0% 18.1% 1.9% 1.0% 

その他 10.0% 0.0% 4.0% 8.0% 6.0% 2.0% 42.0% 8.0% 2.0% 14.0% 0.0% 0.0% 4.0% 
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1

12

86

10

4

60

50

1

33

27

4

8

12

0 20 40 60 80

1 会社、自営業、家業により収入を得て仕事をしている

2 ボランティアなど、収入を得ない仕事をしている

3 専業主婦（主夫）をしている

4 福祉施設、作業所等に通っている（就労施設含む）

5 病院等のデイケアに通っている

6 リハビリテーションを受けている

7 自宅で過ごしている

8 入所している施設や病院などで過ごしている

9 大学、専門学校、職業訓練校などに通っている

10 特別支援学校（小中高等部）に通っている

11 一般の高校、小中学校に通っている

12 幼稚園、保育園などに通っている

13 その他

未回答

 平日の日中の主な過ごし方として、身体障害は「自宅で過ごしている」（29.5％）、知的障害・精神

障害・発達障害は「福祉施設、作業所等に通っている」（知的 28.5％・精神 36.7％・発達 22.9％）

と回答した割合が最も高い 
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  人数（人） 割合（％） 

1 正職員で他の職員との勤務条件などに違いはない 9  19％ 

2 正職員で短時間勤務などの障害者配慮がある 7  15％ 

3 パート・アルバイトなどの非常勤職員、派遣職員 21  45％ 

4 自営業、農林水産業など 3  6％ 

5 その他 7  15％ 

合計 47  100％ 

 

※割合は未回答の人を除く、１～５の回答合計を１００％とする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正職員で勤務条

件に違いなし

19%

正職員で障がい

者配慮有り

15%
パート・アルバ

イト、非常勤職

員、派遣職員

45%

自営業、農林水

産業など

6%

その他

15%

問２１ どのような勤務形態で働いていますか。 

・正職員の方は、34％を占めている 

・収入を得て仕事をしている方は、「パート、アルバイトなどに非常勤職員、派遣職員」（45.0％）と

回答した割合が最も高い 
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  人数（人） 割合（％） 

1 仕事をしたい 69 29% 

2 今はまだ自信がないが、いずれしたい 45 19% 

3 仕事はしたくない、できない 85 34% 

4 わからない 44 18% 

未回答 90  

※割合は未回答の人を除く、１～４の回答合計を１００％とする 

 

【参考：障害区分別】 

 

 

 

 

 

 

仕事をしたい

29%

いずれしたい

19%

仕事はしたくな

い、できない

34%

わからない

18%

18.2%

16.6%

23.8%

24.3%

16.3%

9.5%

8.3%

26.2%

10.7%

10.2%

36.5%

25.5%

17.9%

14.6%

42.9%

12.8%

14.6%

17.9%

12.6%

6.1%

23.0%

35.0%

14.3%

37.9%

24.5%

身体障害

(n=148)

知的障害

(n=157)

精神障害

(n=84)

発達障害

(n=103)

その他

(n=49)

問２２ あなたは今後、収入を得る仕事をしたいと思いますか。 

 「仕事をしたい」、または、「今はまだ自信がないが、いずれしたい」と回答した割合では、精神障害

（50.0％）と最も高く、「仕事はしたくない、できない」と回答した割合では、身体障害（36.5％）と

最も高い 
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  人数（人） 割合（％） 

1 すでに職業訓練を受けている 21 10% 

2 職業訓練を受けたい 42 19% 

3 職業訓練を受けたくない、受ける必要がない 71 32% 

4 わからない 88 39% 

未回答 111   

※割合は未回答の人を除く、１～４の回答合計を１００％とする 

 

【参考：障害区分別】 

 

 

 

 

 

すでに受けて

いる

10%

受けたい

19%

受けたくな

い、必要がな

い

32%

わからない

39%

4.1%

5.7%

11.9%

9.7%

8.2%

10.1%

9.6%

17.9%

13.6%

8.2%

27.0%

19.1%

17.9%

10.7%

28.6%

27.0%

25.5%

32.1%

25.2%

22.4%

31.8%

40.1%

20.2%

40.8%

32.7%

身体障害

(n=148)

知的障害

(n=157)

精神障害

(n=84)

発達障害

(n=103)

その他

(n=49)

問２３ 収入を得る仕事をするために、職業訓練などを受けたいと思いますか。 

 精神障害においては、「すでに職業訓練を受けている」、または、「職業訓練を受けたい」と回答した割

合が多く、「職業訓練を受けたくない、受ける必要がない」と回答した割合では、身体障害が多かった 
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  人数（人） 割合（％） 

1 通勤手段の確保 87 26% 

2 勤務場所におけるバリアフリーなどの配慮 32 10% 

3 短時間勤務や勤務日数などの配慮 80 24% 

4 在宅勤務の拡充 39 12% 

5 職場の障がい者理解 119 36% 

6 職場の上司や同僚に障害の理解があること 119 36% 

7 職場で介助や援助などが受けられること 64 19% 

8 就労後のフォローなど職場と支援機関の連携 79 24% 

9 企業のニーズにあった就労訓練 43 13% 

10 仕事についての職場外での相談対応・支援 79 24% 

11 その他 6 2% 

12 わからない 51 15% 

未回答 111 33% 

※割合の分母は、アンケート回収数（３３3） 
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1 通勤手段の確保

2 勤務場所におけるバリアフリーなどの配慮

3 短時間勤務や勤務日数などの配慮

4 在宅勤務の拡充

5 職場の障がい者理解

6 職場の上司や同僚に障害の理解があること

7 職場で介助や援助などが受けられること

8 就労後のフォローなど職場と支援機関の連携

9 企業のニーズにあった就労訓練

10 仕事についての職場外での相談対応・支援

11 その他

12 わからない

問２４ あなたは、障害者の就労支援として、どのようなことが必要だと思いますか？ 

 身体障害・発達障害では、「職場の障がい者理解」（身体 31.8％・発達 38.8％）、知的障害・精神障害

では、「職場の上司や同僚に障害の理解があること」（知的 32.5％・精神 45.2％）と回答した割合が最

も高い 
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【参考：障害区分別】 
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身体障害 22.3% 12.8% 18.9% 15.5% 31.8% 29.1% 14.2% 14.9% 10.8% 18.2% 1.4% 17.6% 

知的障害 28.7% 7.0% 22.3% 7.0% 31.8% 32.5% 24.8% 25.5% 11.5% 22.9% 1.9% 12.7% 

精神障害 25.0% 7.1% 36.9% 9.5% 41.7% 45.2% 10.7% 28.6% 15.5% 33.3% 2.4% 23.8% 

発達障害 24.3% 5.8% 23.3% 6.8% 38.8% 35.9% 20.4% 28.2% 12.6% 27.2% 1.0% 7.8% 

その他 22.4% 12.2% 12.2% 22.4% 30.6% 36.7% 14.3% 16.3% 10.2% 22.4% 0.0% 16.3% 

 

 

 

 

 

                            

  

【参考：障害区分別】 

 

持ってい

る

55%
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38%

未回答

7%

54.1%

65.6%

54.8%

56.3%

55.1%

38.5%

24.8%

44.0%

37.9%

38.8%

7.4%

9.6%

1.2%

5.8%

6.1%

身体障害

(n=148)

知的障害

(n=157)

精神障害

(n=84)

発達障害

(n=103)

その他

(n=49)

持っている 持っていない 未回答

  人数（人） 割合（％） 

1 持っている 183 55% 

2 持っていない 126 38% 

未回答 24 7% 

合計 333 100% 

問２５ 障害福祉サービス受給者証をお持ちですか。 
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  人数（人） 割合（％） 

1 居宅介護（ホームヘルプ） 

現
在

 

利用している 28 15% 

利用していない 153 84% 

今
後 

利用したい 45 25% 

利用しない 113 62% 

2 重度訪問介護 

現
在

 

利用している 0 0% 

利用していない 174 95% 

今
後 

利用したい 30 16% 

利用しない 127 69% 

3 同行援護 

現
在

 

利用している 5 3% 

利用していない 161 88% 

今
後 

利用したい 13 7% 

利用しない 138 75% 

4 行動援護 

現
在

 

利用している 11 6% 

利用していない 161 88% 

今
後 

利用したい 59 32% 

利用しない 100 55% 

5 重度障害者等包括支援 

現
在

 

利用している 2 1% 

利用していない 166 91% 

今
後 

利用したい 25 14% 

利用しない 132 72% 

6 生活介護 

現
在

 

利用している 46 25% 

利用していない 132 72% 

今
後 

利用したい 59 32% 

利用しない 96 52% 

7 自立訓練（機能訓練、生活訓練） 

現
在

 

利用している 20 11% 

利用していない 151 83% 

今
後 

利用したい 74 40% 

利用しない 84 46% 

8 就労移行支援 

現
在

 

利用している 10 5% 

利用していない 161 88% 

今
後 

利用したい 49 27% 

利用しない 106 58% 

9 就労継続支援（A 型、B 型） 

現
在

 

利用している 47 26% 

利用していない 132 72% 

今
後 

利用したい 72 39% 

利用しない 86 47% 

問２６ あなたは次のサービスを利用していますか。また、今後利用したいと考えていますか。 
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  人数（人） 割合（％） 

10 療養介護 

現
在

 

利用している 9 5% 

利用していない 159 87% 

今
後 

利用したい 27 15% 

利用しない 123 67% 

11 短期入所（ショートステイ） 

現
在

 

利用している 28 15% 

利用していない 145 79% 

今
後 

利用したい 72 39% 

利用しない 85 46% 

12 共同生活援助（グループホーム） 

現
在

 

利用している 14 8% 

利用していない 159 87% 

今
後 

利用したい 71 39% 

利用しない 87 48% 

13 施設入所支援 

現
在

 

利用している 24 13% 

利用していない 151 83% 

今
後 

利用したい 51 28% 

利用しない 100 55% 

14 相談支援 

現
在

 

利用している 77 42% 

利用していない 99 54% 

今
後 

利用したい 122 67% 

利用しない 33 18% 

15 児童発達支援 

現
在

 

利用している 3 2% 

利用していない 160 87% 

今
後 

利用したい 26 14% 

利用しない 122 67% 

16 放課後等デイサービス 

現
在

 

利用している 24 13% 

利用していない 138 75% 

今
後 

利用したい 37 20% 

利用しない 108 59% 

17 保育所等訪問支援 

現
在

 

利用している 0 0% 

利用していない 157 86% 

今
後 

利用したい 5 3% 

利用しない 137 75% 

18 医療型児童発達支援 

現
在

 

利用している 1 1% 

利用していない 156 85% 

今
後 

利用したい 17 9% 

利用しない 125 68% 
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  人数（人） 割合（％） 

19 福祉型児童入所支援 

現
在

 

利用している 0 0% 

利用していない 157 86% 

今
後 

利用したい 17 9% 

利用しない 126 69% 

20 医療型児童入所支援 

現
在

 

利用している 1 1% 

利用していない 154 84% 

今
後 

利用したい 15 8% 

利用しない 126 69% 

21 移動支援 

現
在

 

利用している 57 31% 

利用していない 120 66% 

今
後 

利用したい 91 50% 

利用しない 62 34% 

22 地域活動支援センターⅡ型 

現
在

 

利用している 10 5% 

利用していない 159 87% 

今
後 

利用したい 32 17% 

利用しない 121 66% 

23 日中一時支援 

現
在

 

利用している 40 22% 

利用していない 129 70% 

今
後 

利用したい 72 39% 

利用しない 84 46% 

24 訪問入浴サービス 

現
在

 

利用している 4 2% 

利用していない 165 90% 

今
後 

利用したい 26 14% 

利用しない 128 70% 

 

※割合の分母は受給者証を持っている 183 人 
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1

0

1

0

24

3

77

24

14

28
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20

46
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11
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0

28

165

129

159

120

154

157

156

157

138

160

99

151

159

145

159

132

161

151

132

166

161

161

174

153

24.訪問入浴サービス

23.日中一時支援

22.地域活動支援センター

21.移動支援

20.医療型児童入所支援

19.福祉児童入所支援

18.医療型児童発達支援

17.保育所等訪問支援

16.放課後等デイサービス

15.児童発達支援

14.相談支援

13.施設入所支援

12.共同生活援助…

11.短期入所…

10.療養介護

9.就労継続支援…

8.就労移行支援

7.自立訓練…

6.生活介護

5.重度障がい者等…

4.行動援護

3.同行援護

2.重度訪問介護

1.居宅介護…

利用している 利用していない現在

26

72

32

91

15

17

17

5

37

26

122

51

71

72

27

72

49

74

59

25

59

13

30

45

128

84

121

62

126

126

125

137

108

122

33

100

87

85

123

86

106

84

96

132

100

138

127

113

24.訪問入浴サービス

23.日中一時支援

22.地域活動支援センター

21.移動支援

20.医療型児童入所支援

19.福祉児童入所支援

18.医療型児童発達支援

17.保育所等訪問支援

16.放課後等デイサービス

15.児童発達支援

14.相談支援

13.施設入所支援

12.共同生活援助…

11.短期入所…

10.療養介護

9.就労継続支援…

8.就労移行支援

7.自立訓練…

6.生活介護

5.重度障がい者等…

4.行動援護

3.同行援護

2.重度訪問介護

1.居宅介護…

利用したい 利用しない今後
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【参考：今後利用したいサービス、障害区分別】 
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身体障害 38.8% 26.3% 7.5% 22.5% 20.0% 41.3% 30.0% 11.3% 15.0% 20.0% 36.3% 21.3% 

知的障害 17.5% 11.7% 4.9% 35.0% 8.7% 32.0% 37.9% 22.3% 38.8% 6.8% 43.7% 49.5% 

精神障害 21.7% 10.9% 4.3% 21.7% 8.7% 13.0% 26.1% 21.7% 41.3% 8.7% 13.0% 13.0% 

発達障害 19.0% 12.1% 5.2% 39.7% 6.9% 22.4% 39.7% 27.6% 50.0% 6.9% 44.8% 46.6% 

その他 37.0% 25.9% 7.4% 18.5% 11.1% 33.3% 22.2% 7.4% 11.1% 29.6% 40.7% 14.8% 
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身体障害 25.0% 48.8% 5.0% 12.5% 1.3% 6.3% 5.0% 5.0% 41.3% 20.0% 31.3% 21.3% 

知的障害 30.1% 65.0% 11.7% 21.4% 0.0% 6.8% 8.7% 5.8% 57.3% 12.6% 43.7% 5.8% 

精神障害 10.9% 45.7% 6.5% 6.5% 0.0% 4.3% 2.2% 4.3% 13.0% 8.7% 21.7% 8.7% 

発達障害 25.9% 67.2% 19.0% 29.3% 1.7% 12.1% 12.1% 8.6% 55.2% 17.2% 50.0% 6.9% 

その他 33.3% 48.1% 3.7% 14.8% 3.7% 3.7% 0.0% 0.0% 37.0% 22.2% 29.6% 29.6% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全ての障害種別において、「相談支援」と回答した割合が最も高い 

・次に身体障害では「生活介護」（41.3％）、知的障害・発達障害では「移動支援」（知的 57.3％・発達

55.2％）、精神障害では「就労継続支援（Ｂ型）」（41.3％）と回答した割合が高い 
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【参考：障害区分別】 
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17%
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81.9%
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79.5%

73.1%

92.9%

13.3%

20.0%

11.4%

21.2%

7.1%

3.6%

3.2%

6.8%

5.8%

0.0%

身体障害

(n=148)

知的障害

(n=157)

精神障害

(n=84)

発達障害

(n=103)

その他

(n=49)

  人数（人） 割合（％） 

1 多い 2 1% 

2 ちょうどよい・適正である 138 ７５% 

3 少ない・不足している 31 １７% 

未回答 12 7％ 

合計 183 100％ 

問２７ あなたが現在利用しているサービスの支給量（時間・日数）について、どう思われますか。 

・全ての障害婦別において、「ちょうどよい・適正である」と回答した割合が最も高い 

・知的障害・発達障害においては、2 割の方が「少ない・不足している」との回答であった 
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  人数（人） 割合（％）   人数（人） 割合（％） 

1 居宅介護 4 2% 13 施設入所支援 9 5% 

2 重度訪問介護 4 2% 14 相談支援 20 11% 

3 同行援護 7 4% 15 児童発達支援 9 5% 

4 行動援護 9 5% 16 放課後等デイサービス 7 4% 

5 重度障害者等包括支援 4 2% 17 保育所等訪問支援 2 1% 

6 生活介護 7 4% 18 医療型児童発達支援 4 2% 

7 自立訓練（機能訓練・生活訓練） 13 7% 19 福祉型児童入所支援 2 1% 

8 就労移行支援 14 8% 20 医療型児童入所支援 3 2% 

9 就労継続支援（B 型） 13 7% 21 移動支援 11 6% 

10 療養介護 5 3% 22 地域活動支援センターⅡ

型 

4 2% 

11 短期入所 9 5% 23 日中一時支援 10 5% 

12 共同生活援助 7 4% 24 訪問入浴サービス 2 1% 

※割合の分母は、受給者証を持っている 183 人 
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7
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4
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3
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2
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1 居宅介護

2 重度訪問介護

3 同行援護

4 行動援護

5 重度障害者等包括支援

6 生活介護

7 自立訓練（機能訓練・生活訓練）

8 就労移行支援

9 就労継続支援（B型）

10 療養介護

11 短期入所

12 共同生活援助

13 施設入所支援

14 相談支援

15 児童発達支援

16 放課後等デイサービス

17 保育所等訪問支援

18 医療型児童発達支援

19 福祉型児童入所支援

20 医療型児童入所支援

21 移動支援

22 地域活動支援センターⅡ型

23 日中一時支援

24 訪問入浴サービス

問２８ あなたが少ない・不足していると思われるサービスはどれですか。（複数回答あり） 

 利用が多い「相談支援」、「移動支援」、「就労継続支援（Ｂ型）」について、少ない・不足していると回

答した割合が高い 
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  人数（人） 割合（％） 

1 相談支援 

現在 
利用している 103 31% 

利用していない 143 43% 

今後 
利用したい 177 53% 

利用しない 60 18% 

2 意思疎通支援 

現在 
利用している 3 1% 

利用していない 221 66% 

今後 
利用したい 18 5% 

利用しない 207 62% 

3 日常生活用具給付 

現在 
利用している 27 8% 

利用していない 200 60% 

今後 
利用したい 49 15% 

利用しない 175 53% 

4 地域活動支援センターⅠ型・Ⅲ型 

現在 
利用している 17 5% 

利用していない 210 63% 

今後 
利用したい 88 26% 

利用しない 135 41% 

5 福祉ホーム 

現在 
利用している 3 1% 

利用していない 218 65% 

今後 
利用したい 67 20% 

利用しない 156 47% 

6 スポーツ・レクリエーション 

教室開催 

現在 
利用している 7 2% 

利用していない 218 65% 

今後 
利用したい 96 29% 

利用しない 129 39% 

7 展示・声の広報等発行 

現在 
利用している 3 1% 

利用していない 219 66% 

今後 
利用したい 13 4% 

利用しない 206 62% 

8 自動車免許取得・改造助成 

現在 
利用している 8 2% 

利用していない 213 64% 

今後 
利用したい 42 13% 

利用しない 175 53% 

※割合の分母はアンケート回収数（333） 

 

問２９ あなたは次のサービスを利用していますか。また、今後利用したいと考えていますか。 

・全ての障害種別において、「相談支援」と回答した割合が最も高い 

・次に身体障害では「日常生活用具給付」（28.4％）、知的障害・発達障害では「スポーツ・レクリエ

ーション教室開催」（知的 36.3％・発達 42.7％）、精神障害では「地域活動支援センターⅠ型・Ⅲ型」

（28.6％）と回答した割合が高い 
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【参考：今後利用したいサービス、障害区分別】 

  
相
談
支
援 

意
思
疎
通
支
援 

日
常
生
活
用
具
給
付 

地
域
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動
支
援 
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Ⅲ
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ク
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シ
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室
開
催 

展
示
・
声
の
広
報
等 

発
行 

自
動
車
免
許
取
得
・ 

改
造
助
成 

身体障害 41.2% 6.1% 28.4% 18.9% 18.2% 18.9% 4.7% 12.2% 

知的障害 54.8% 6.4% 9.6% 30.6% 19.1% 36.3% 3.2% 10.2% 

精神障害 60.7% 4.8% 4.8% 28.6% 22.6% 23.8% 3.6% 11.9% 

発達障害 63.1% 3.9% 9.7% 32.0% 21.4% 42.7% 2.9% 15.5% 

その他 42.9% 14.3% 38.8% 18.4% 24.5% 26.5% 6.1% 10.2% 

8

3

7

3

17

27

3

103

213

219

218

218

210

200

221
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8、自動車免許取得・

改造助成

7、展示・声の広報等発行

6、スポーツ・レクリエー

ション教室開催

5、福祉ホーム

4、地域活動支援センター

Ⅰ型・Ⅲ型

3、日常生活用具給付

2、意思疎通支援

1、相談支援

利用している

利用していない

42

13

96

67

88

49

18

177

175

206

129

156

135

175
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60

8、自動車免許取得・

改造助成

7、展示・声の広報等発行

6、スポーツ・レクリエー

ション教室開催

5、福祉ホーム

4、地域活動支援センター

Ⅰ型・Ⅲ型

3、日常生活用具給付

2、意思疎通支援

1、相談支援

利用したい

利用しない
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  人数（人） 割合（％） 

1 家族や親せき 224 67% 

2 友人・知人 81 24% 

3 近所の人 2 1% 

4 職場の上司や同僚 27 8% 

5 施設の支援員など 118 35% 

6 ホームヘルパーなどサービズ事業所の人 28 8% 

7 障害者団体や家族会 26 8% 

8 かかりつけの医師や看護師 128 38% 

9 病院のケースワーカーや介護保険のケアマネージャー 51 15% 

10 民生委員・児童委員 8 2% 

11 通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生 46 14% 

12 相談支援事業所などの民間の相談窓口 30 9% 

13 行政機関の相談窓口 34 10% 

14 その他 8 2% 

未回答 26 8% 

※割合の分母は、アンケート回収数（３３3） 

 

 

 

 

 

67%24%

1%

8%

35%

8%

8%

38%

15%

2%

14%

9%

10%

2%

8%

0% 20% 40% 60%

1 家族や親せき

2 友人・知人

3 近所の人

4 職場の上司や同僚

5 施設の支援員など

6 ホームヘルパーなどサービズ事業所の人

7 障がい者団体や家族会

8 かかりつけの医師や看護師

9 病院のケースワーカーや介護保険のケアマネージャー

10 民生委員・児童委員

11 通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生

12 相談支援事業所などの民間の相談窓口

13 行政機関の相談窓口

14 その他

未回答

問３０ あなたは、普段、悩みや困ったことをどなたに相談しますか。（複数回答あり） 

・全ての障害種別において、「家族や親せき」に相談すると回答した割合が最も高い 

・支援者の中では、「かかりつけの医師や看護師」（38.0％）と回答した割合が高い 



 

73 
 

【参考：障害区分別】 

  家
族
や
親
せ
き 

友
人
・
知
人 

近
所
の
人 

職
場
の
上
司
や
同
僚 

施
設
の
支
援
員
な
ど 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
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業
所
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人 
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者
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会 
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園
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事
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ど
の
民
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相
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行
政
機
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の
相
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窓
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そ
の
他 

身体障害 60.1

% 

23.6

% 

0.7

% 

4.1

% 

28.4

% 

13.5
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6.1

% 
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% 
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0.6
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% 

精神障害 65.5

% 
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% 

0.0

% 

13.1

% 

46.4
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% 

3.6

% 
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3.6
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% 
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% 

4.9

% 
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% 
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% 
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その他 57.1
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0.0
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2.0
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6.1

% 

53.1

% 

28.6

% 

8.2

% 

14.3

% 

6.1

% 

12.2

% 

6.1

% 

 

 

 

 

  人数（人） 割合（％） 

1 本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース 80 24% 

2 行政機関の広報誌 51 15% 

3 インターネット 34 10% 

4 家族や親せき、友人・知人 106 32% 

5 サービス事業者の人や施設職員 93 28% 

6 障害者団体や家族会（団体の機関誌など） 51 15% 

7 かかりつけの医師や看護師 49 15% 

8 病院のケースワーカーや介護保険のケアマネージャー 49 15% 

9 民生委員・児童委員 1 0% 

10 通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生 30 9% 

11 相談支援事業所などの民間の相談窓口 27 8% 

12 行政機関の相談窓口 39 12% 

13 その他 16 5% 

未回答 39 12% 

※割合の分母は、アンケート回収数（３３3） 

問３１ あなたは障害のことや福祉サービスなどに関する情報を、どこから知ることが多いですか。（複数回答あり） 
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【参考：障害区分別】 

  本
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行
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機
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そ
の
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身体障害 22.3% 14.9% 12.2% 29.1% 26.4% 13.5% 13.5% 18.9% 0.7% 4.1% 6.8% 15.5% 3.4% 

知的障害 17.2% 16.6% 3.8% 36.9% 36.9% 20.4% 9.6% 7.0% 0.0% 10.8% 10.2% 13.4% 5.1% 

精神障害 31.0% 13.1% 11.9% 21.4% 25.0% 8.3% 28.6% 21.4% 0.0% 3.6% 7.1% 8.3% 7.1% 

発達障害 21.4% 19.4% 7.8% 43.7% 22.3% 23.3% 13.6% 4.9% 0.0% 22.3% 10.7% 14.6% 3.9% 

その他 20.4% 14.3% 18.4% 36.7% 16.3% 12.2% 20.4% 22.4% 2.0% 10.2% 6.1% 8.2% 6.1% 

 

 

 

 

 

 

 

 

24%

15%

10%

32%

28%

15%

15%

15%

0%

9%

8%

12%

5%

12%

0% 10% 20% 30%

1 本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオの

ニュース

2 行政機関の広報誌

3 インターネット

4 家族や親せき、友人・知人

5 サービス事業者の人や施設職員

6 障がい者団体や家族会（団体の機関誌など）

7 かかりつけの医師や看護師

8 病院のケースワーカーや介護保険の

ケアマネージャー

9 民生委員・児童委員

10 通園施設や保育所、幼稚園、学校の先生

11 相談支援事業所などの民間の相談窓口

12 行政機関の相談窓口

13 その他

未回答

 身体障害・知的障害・発達障害は、「家族や親せき、友人・知人」（身体 29.1％・知的 36.9％・発

達 43.7％）、精神障害は「本や新聞、雑誌の記事、テレビやラジオのニュース」（31.0％）と回答し

た割合が最も高い 
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【参考：障害区分別】 

 

 

 

 

 

 

 

ある
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少しある
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ない

57%

未回答

9%

16.2%

12.1%

19.0%

14.6%

22.4%

14.9%

15.3%

22.6%

21.4%

22.4%

58.1%

61.1%

56.0%

57.3%

44.9%

10.8%

11.5%

2.4%

6.8%

10.2%

身体障害

(n=148)

知的障害

(n=157)

精神障害

(n=84)

発達障害

(n=103)

その他

(n=49)

  人数（人） 割合（％） 

1 ある 48 15% 

2 少しある 63 19% 

3 ない 190 57% 

未回答 32 9% 

合計 333 100％ 

問３２ あなたは、この１～２年の間に障害があることで差別や嫌な思いをする（した）ことがありますか。 

・差別や嫌な思いをする（した）ことがあると回答した割合は、34％を占めている 

・「ある」、または「少しある」と回答した割合では、精神障害（41.6％）と最も高く、「ない」と回答

した割合では、知的障害（61.1％）と最も高い 
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※割合の分母は、問３２の「１ ある」「２ 少しある」と回答した人数（１１１人） 

 

 

【参考：障害区分別】 

  
学
校
・
仕
事
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事
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す
と
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余
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を
楽
し
む
と
き 

病
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療
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関 

住
ん
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地
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そ
の
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身体障害 8.7% 4.3% 56.5% 28.3% 41.3% 30.4% 10.9% 

知的障害 34.9% 4.7% 46.5% 34.9% 18.6% 25.6% 9.3% 

精神障害 25.7% 14.3% 28.6% 17.1% 40.0% 25.7% 14.3% 

発達障害 43.2% 5.4% 43.2% 35.1% 13.5% 18.9% 8.1% 

その他 13.6% 0.0% 54.5% 36.4% 40.9% 27.3% 0.0% 
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1 学校・仕事場

2 仕事を探すとき

3 外出先

4 余暇を楽しむとき

5 病院などの医療機関

6 住んでいる地域

7 その他

  人数（人） 割合（％） 

1 学校・仕事場 34 31% 

2 仕事を探すとき 7 6% 

3 外出先 46 41% 

4 余暇を楽しむとき 28 25% 

5 病院などの医療機関 33 30% 

6 住んでいる地域 29 26% 

7 その他 11 10% 

   

問３３ どのような場所で差別や嫌な思いをしましたか。（複数回答あり） 

 身体障害・知的障害・発達障害は、「外出先」（身体 56.5％・知的 46.5％・発達 43.2％）と回答した

割合が最も高く、精神障害は、「病院などの医療機関」（40.0％）と回答した割合が最も高い 
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  人数（人） 割合（％） 

1 名前も内容も知っている 89 27% 

2 名前は聞いたことがあるが、内容は知らない 70 21% 

３ 名前も内容も知らない 128 39% 

未回答 46 13% 

合計 333 100％ 

 

 
【参考：障害区分別】 
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27.4%
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41.7%

42.7%

42.9%

12.8%

13.4%

14.3%

10.7%

12.2%

身体障害

(n=148)

知的障害

(n=157)

精神障害

(n=84)

発達障害

(n=103)

その他

(n=49)

問３４ 成年後見制度についてご存じですか。 

 「名前も内容も知っている」と回答した割合では、身体障害（33.8％）が最も高く、また、「名前も内

容も知らない」と回答した割合では、発達障害（42.7％）と最も高い 
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【参考：障害区分別】 
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2.0%

身体障害

(n=148)

知的障害

(n=157)

精神障害

(n=84)

発達障害

(n=103)

その他

(n=49)

  人数（人） 割合（％） 

1 できる 86 27% 

2 できない 176 52% 

3 わからない 60 18% 

未回答 11 3% 

合計 333 100％ 

問３５ あなたは、火事や地震等の災害時に一人で避難できますか。 

・「できない」、「わからない」と回答した割合が、70％を占めている 

・精神障害においては、一人で避難できると回答した割合が最も高い（51.2％） 
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【参考：障害区分別】 

 

 

 

 

 

 

いる

23%

いない

31%

わからない

38%

未回答

8%

17.6%

20.4%

26.2%

17.5%

20.4%

35.1%

32.5%

33.3%

38.8%

34.7%

35.1%

35.7%

38.1%

36.9%

36.7%

12.2%

11.5%

2.4%

6.8%

8.2%

身体障害

(n=148)

知的障害

(n=157)

精神障害

(n=84)

発達障害

(n=103)

その他

(n=49)

  人数（人） 割合（％） 

1 いる 77 23% 

2 いない 104 31% 

3 わからない 124 38% 

未回答 28 8% 

合計 333 100％ 

問３６ 家族が不在の場合や一人暮らしの場合、近所にあなたを助けてくれる人はいますか。 

・「いない」、「わからない」と回答した割合が、69％を占めている 

・精神障害においては、近所に助けてくれる人がいると回答した割合が最も高い（26.2％） 
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  人数（人） 割合（％） 

1 投薬や治療が受けられない 128 38% 

2 補装具の使用が困難になる 34 10% 

3 補装具や日常生活用具の入手ができなくなる 30 9% 

4 救助を求めることができない 99 30% 

5 安全なところまで、迅速に避難することができない 158 47% 

6 被害状況、避難場所などの情報が入手できない 116 35% 

7 周囲とのコミュニケーションがとれない 152 46% 

8 避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安 166 50% 

9 その他 18 5% 

１０ とくになし 24 7% 

未回答 22 7% 

※割合の分母は、アンケート回収数（３３3） 

 

【参考：障害区分別】 
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身体障害 45.3% 18.2% 14.9% 26.4% 48.6% 23.0% 33.8% 54.1% 5.4% 6.1% 

知的障害 28.7% 7.6% 6.4% 47.1% 58.6% 45.9% 59.2% 49.7% 5.1% 6.4% 

精神障害 60.7% 2.4% 2.4% 11.9% 26.2% 27.4% 45.2% 45.2% 7.1% 6.0% 

発達障害 27.2% 7.8% 6.8% 41.7% 56.3% 47.6% 65.0% 55.3% 7.8% 6.8% 

その他 57.1% 22.4% 16.3% 20.4% 51.0% 24.5% 32.7% 55.1% 8.2% 4.1% 

38%

10%

9%

30%

47%

35%

46%

50%

5%

7%

7%

0% 20% 40% 60%

1 投薬や治療が受けられない

2 補装具の使用が困難になる

3 補装具や日常生活用具の入手ができなくなる

4 救助を求めることができない

5 安全なところまで、迅速に避難することができない

6 被害状況、避難場所などの情報が入手できない

7 周囲とのコミュニケーションがとれない

8 避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安

9 その他

10 とくになし

未回答

問３７ 火事や地震等の災害時に困ることは何ですか。（複数回答あり） 
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・2 人に 1 人は、「避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安」との回答 

・困りごとは 1 人が２つ以上抱えている（回答 1～8 の延べ人数 883 人÷333 人＝2.6 人件） 

・身体障害は「避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安」（54.1％）、知的障害・発達障害は「周

囲とのコミュニケーションがとれない」（知的 59.2％・発達 65.0％）、精神障害は「投薬や治療が受け

られない」（60.7％）と回答した割合が最も高い 
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１．期 間   平成２６年８月２０日（水）～２２日（金） 

 

２．対象事業者（聞取り順） ・喫茶めぐ 

・新潟病院 

・元気館障害者デイサービスセンター 

  ・こすもす作業所 

  ・夢工房 

  ・米山自在館 

  ・松風の里 

  ・松波の里 

  ・子育て支援センター 

  ・おうぎまち 

  ・たいようＳＯＣＩＯセンター 

  ・ロングラン 

  ・さざなみ学園 

  ・かしわハンズ 

 

３．対応職員   ・柏崎市 福祉課障害相談係 

         ・刈羽村 福祉保健課    

 

４．調査の目的 

 第４期障害福祉計画策定するにあたり、各事業所に対し、ヒアリングにより現状や課題、

今後の意向や方向性を把握し、より現状課題等に即した計画策定のための資料とする。 

  

５．概要 

 各事業所において、事業計画調査の目的及び聞き取りについて趣旨を説明し、提出された

計画所の内容に添って、概ね以下の項目について聞き取りにより確認を行った。 

 

・運営方針・重点項目欄の記載内容 

・事業者からの計画の数値（人数）についての根拠、事業の方向性 

・現状と課題 

また、定例で行っている９月１２日の柏崎刈羽地域障害者自立支援協議会のサービス調整

連絡会議で、それぞれの事業所から計画書の内容に基づいて説明をしていただくことをお願

いした。 

今回の聞き取りは、柏崎刈羽地域障害者自立支援協議会が計画策定に関与することから、

同時期に計画を策定する刈羽村と一緒にヒアリングを行った。（刈羽村は障害者計画も併せ

て策定） 

柏崎市第４期障害福祉計画策定のための事業計画調査について 
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聞き取り１ 

  日 時  ８月２０日（月）１４：００～１４：３０ 

  場 所  喫茶めぐ 

  出席者  施設長、事務局長 

 

【要点】 

○ 向う５～６年間は、法人の経営基盤の安定を重点に考えている。 

○ 職員の待遇改善を行いたい。 

○ 就労継続支援Ｂ型利用者の定員到達後に、ニーズを確認し定員の増を目指す。 

○ 工賃の改善を行いたい。 

○ 経営基盤安定後は、就労移行支援も検討したい。しかし実施の予定は、明確にできない 

状況である。 

 

 

 

聞き取り２ 

日 時  ８月２０日（水）１５：００～１５：３０ 

場 所  独立行政法人国立病院機構新潟病院  

出席者  療育指導室長 

 

【要点】 

○ 平成２６年７月１日に新病棟開設に伴うサービス提供等を伺った。 

○ 療養介護の定員は１７９人（４人増） 

○ 短期入所は、空床型として３～４人を予定している。 

○ 旧病棟の空き施設で障害児通所サービスを４～５人で計画している。 

 

 

 

 

聞き取り３ 

日 時  ８月２０日（水）１６：００～１６：３０ 

場 所  元気館障害者デイサービスセンター 

出席者  施設長 

 

【要点】 

○ 地域活動支援センターⅡ型の定員について、将来的に１０人から１５人へ目指している。 

○ 自立訓練（機能訓練）の定員割れが続いている。ＰＲに力を入れる必要がある。 

○ 西山・高柳地区のサービス利用者は、年間１～２名程度で伸びていない。 
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聞き取り４ 

日 時  ８月２１日（木）９：３０～１０：００ 

場 所  こすもす作業所 

出席者  施設長 

 

【要点】 

○ 就労継続支援Ｂ型の増員を平成３１年頃に予定している。 

○ 現在のスタッフの人員では、グループホームの増設は難しい。 

○ 一般就労が可能な人数は、毎年４人程度を見込んでいる。 

 

 

 

 

聞き取り５ 

日 時  ８月２１日（木）１０：４５～１１：２０ 

場 所  夢工房 

出席者  施設長 

 

【要点】 

○ 平成２７年度中に就労移行支援を開始したい。 

○ 平成２８年度からグループホームを開始したい。 

○ 工賃向上のために、関係する研修会に参加し、業種を検討している。 

 

 

 

 

 

聞き取り６ 

日 時  ８月２１日（木）１３：００～１３：３０ 

場 所  米山自在館 

出席者  統括施設長 

 

【要点】 

○ 自立訓練（生活訓練）、（宿泊型）ともに標準利用期間以内に終了する場合が多い。 

○ 自立訓練（生活訓練）の標準利用期間終了後の支援として、日中一時支援を検討している。 

○ グループホームの定員増は、今の職員体制では難しい。 
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聞き取り７ 

  日 時  ８月２1 日（木）１４：００～１４：４０ 

 場 所  松風の里 

  出席者  園長、支援課長 

 

【要点】 

○ グループホームについて平成２８年度に増員を予定している。 

○ 日中一時支援は、さざなみ学園や他事業所と連携して対応している。 

○ 入所待機者１２人のうち１０年以上の人もいる。 

 

 

 

 

聞き取り８ 

  日 時  ８月２１日（木）１５：００～１５：４０ 

  場 所  松波の里 

  出席者  支援課長 

 

【要点】 

○ 松波の里の生活介護（通所部）は平成２８年度を目処に、別の場所を見つけ、現在の 1０名

から 20 名程度の増員を考えたい。 

○ 入所者の高齢化に対応した支援が課題である。 

○ 職員の人材確保とスキルアップが必要である。 

○ 事故防止対応の強化 

 

 

 

 

 

聞き取り９ 

  日 時  ８月２２日（金）９：００～９：３０ 

  場 所  子育て支援センター 

出席者  次長、主任 

 

【要点】 

○ 児童発達支援は定員２０人、年間の利用者数は１５０人である。 

○ 計画相談では、保護者への分かり易い説明とサービス提供事業者との連携強化が必要である。 
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聞き取り１０ 

  日 時  ８月２２日（金）１０：００～１０：４０ 

  場 所  柏崎市社会福祉協議会 おうぎまち 

  出席者  通所介護事業課長、訪問事業課長代理 

       赤坂山デイサービスセンター 係長 

【要点】 

○ 居宅介護において喀痰吸引（特定）事業者の申請を行いＨ２７から実施する。 

○ 同行援護における資格取得者の増員を図る。 

○ 赤坂山デイサービスの生活介護の利用 PR。 

 

 

 

 

聞き取り１１ 

  日 時  ８月２２日（金）１１：００～１１：３０ 

  場 所  たいようＳＯＣＩＯセンター 

  出席者  理事長、センター長 

 

【要点】 

○ 就労継続支援Ｂ型は平成３１年頃に２０人の増員を計画している。 

○ グループホームは平成３１年頃に４人の増員を計画している。 

 

 

 

 

聞き取り１２ 

  日 時  ８月２２日（金）１３：００～１３：４０ 

  場 所  ロングラン Ｆステーション 

  出席者  理事長、センター長 

 

【要点】 

○ 平成２６年度開始の就労継続支援Ｂ型の「カフェみるく」は定員２０人に対し利用者６人で

ある。 

○ グループホームは平成２８年頃に５人の増員を計画している。 
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聞き取り１３ 

  日 時  ８月２２日（金）１４：００～１４：４５ 

  場 所  さざなみ学園 

  出席者  園長、支援課長 

 

【要点】 

○ 生活介護は平成２７年度に定員を２４人から２０人としたい。 

○ ニーズの多い放課後デイサービスを平成２７年度から計画している。 

○ 短期入所の利用は通年利用、週に数日利用者合わせ４人と契約している。 

 

 

 

 

 

聞き取り１４ 

  日 時  ８月２２日（金）１５：１０～１５：４０ 

  場 所  かしわハンズ 

  出席者  所長、支援員 

 

【要点】 

○ 就労継続支援Ｂ型の５人増員を検討中である。 

○ 日中一時支援を平成２８年頃に計画している。 
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○新潟県柏崎市障害者福祉推進会議設置条例 

平成25年12月18日条例第55号 

（設置） 

第１条 障害者が住み慣れた地域において、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよ

う市民、市及び関係機関の相互の理解及び協働に基づき障害者福祉の推進を図るため、地方自治

法（昭和22年法律第67号）第138条の４第３項の規定に基づく市長の附属機関として、柏崎市障害

者福祉推進会議（以下「推進会議」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 推進会議は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について協議・検討し、その結果を市長

に答申するものとする。 

(１) 障害者基本法（昭和45年法律第84号）第11条第３項に基づき定める柏崎市障害者計画の策

定に関すること。 

(２) 前号の計画に関する施策の実施、進行管理及び評価に関すること。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、障害者福祉の推進に関すること。 

（組織） 

第３条 推進会議は、20人以内の委員をもって組織し、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(１) 障害者団体の代表者等 

(２) 障害福祉事業所の代表者等 

(３) 学識経験者 

(４) 医療関係者 

(５) 教育関係者 

(６) 雇用・労働関係機関の代表者等 

(７) 公募による者 

(８) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合の補欠の委員の任

期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 推進会議に、会長及び副会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、推進会議を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は欠けたときは、その職務を代理する。 

（推進会議） 
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第６条 推進会議は、会長が招集し、議長となる。 

２ 推進会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 推進会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決すると

ころによる。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

（守秘義務） 

第７条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様とする。 

（庶務） 

第８条 推進会議の庶務は、福祉保健部福祉課において処理する。 

（委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成26年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ 委員の委嘱のために必要な手続は、この条例の施行の日前においても行うことができる。 

（特例措置） 

３ この条例の施行の日以後最初に開催される推進会議は、第６条第１項の規定にかかわらず市長

が招集するものとする。 

（特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び実費弁償に関する条例の一部改正） 

４ 新潟県柏崎市特別職の職員で非常勤のものの報酬、費用弁償及び実費弁償に関する条例（昭和

31年条例第22号）の一部を次のように改正する。 

別表１中 

 「 介護認定審査会委員 １日につき 13,000円 〃 

」 障害者介護給付費等支給審査会委員 １日につき 13,000円 〃 

を 

 「 障害者介護給付費等支給審査会委員 １日につき 13,000円 〃 

」 

障害者福祉推進会議委員 １日につき 6,400円 〃 

介護認定審査会委員 １日につき 13,000円 〃 

に改める。 



任期：平成26年4月1日～平成28年3月31日

№ 区　分 氏　名 所　属

1 障害福祉事業所の代表者等 　浅野　泰彦 （福）柏崎市社会福祉協議会事務局長

2 雇用・労働関係機関の代表者等 　飯塚　義孝 柏崎公共職業安定所統括職業指導官

3 教育関係者 　猪俣　保行 新潟県立はまなす特別支援学校校長

4 障害者団体の代表者等 　小越　藤一　 柏崎市身体障害者福祉協会会長

5 学識経験者 　黒木　宏一 新潟工科大学建築学科准教授

6 公募による者 　小林　俊介 市民

7 障害者団体の代表者等 　小林　正定 柏崎市精神障害者家族会「はまなす会」会長

8 その他市長が必要と認める者 　小林　正行 （社）新潟県宅地建物取引業協会柏崎支部長

9 障害福祉事業所の代表者等 　近藤　泰文 （福）こすもすの会こすもす作業所施設長

10 障害福祉事業所の代表者等 　西川　紀子 （福）ロングラン理事長

11 その他市長が必要と認める者 　品田　尚美 新進テック（株）総務部長

12 医療関係者 　高橋　真喜彦 （独）国立病院機構新潟病院療育指導室長

13 障害者団体の代表者等 　竹井　裕美子 柏崎市手をつなぐ育成会会長

14 公募による者 　中村　テル 市民

15 その他市長が必要と認める者 　甫仮　弘毅 柏崎市スポーツ推進委員

16 その他市長が必要と認める者 　本多　満理子 柏崎市民生委員児童委員協議会会長

17 障害福祉事業所の代表者等 　牧野　洋一 （福）柏崎刈羽ミニコロニー　松風の里　園長

18 障害福祉事業所の代表者等 　村山　智
障がい児（者）生活支援センター
ふくし・ぱーとなー　相談支援専門員

19 障害者団体の代表者等 　森山　光子 柏崎自閉症親の会「星とたんぽぽ」運営委員

20 医療関係者 　吉濱　淳 柏崎厚生病院副院長

柏崎市障害者福祉推進会議委員一覧　（アイウエオ順）

　　オブザーバー　　新潟県長岡地域振興局健康福祉部地域福祉課　課長代理　中坪　繁
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１ 第４期の協議会組織体制 

  組織体制は第３期（平成２３～２４年度）の活動成果に基づき、平成２４年度の組織体制を変え

ず、「当事者ニーズに沿った支援活動の展開」、「障害福祉分野以外の地域活動との連携」、「障害福

祉の枠を超えた、地域との相互理解」を取組課題とし、多様化するニーズおよび制度改正に対応す

るべく、情報共有と支援者の資質の向上を図るとともにワーキングメンバーの自主性を高めていき

ます。 

  また、ワーキングが活動する中で得た方向性や成果を、随時サービス調整連絡会議に報告し、必

要に応じ意見を求め、承認を得ながら課題解決していく体制となっています。 

 

 

 

２ 第４期の取組と成果 

ワーキング名 具体的な成果 

地域で暮らす 

ワーキング 

１ 地域へ出かけようキャンペーン 

■ 地域イベントを定期的実施（わいわいがやがやフェスティバル、さけの豊漁まつり等） 

２ 当事者への適切な情報発信手段の確立（情報提供） 

 ■ 「柏崎市健口づくり支援事業」とリンクし、歯の健康づくりについて情報提供 

３ 当事者とボランティアとのつながりを構築 

■ 障害のある方と市民との交流会「ワンコインＷＡＫＵＷＡＫＵミーティング」の実施 

■ 料理交流会を定期的に実施 

■ ボランティア振り返り会の実施 

子ども 

ワーキング 

１ 相談支援ファイルを活用できる地域支援体制の構築 

 ■ 「すくすくファイル」のサンプル配布（産科医、小中学校、特別支援学校）し、意見等

の集約を行い、修正等を加え、すくすくネットに掲載 

第４期 柏崎刈羽地域障害者自立支援協議会の体制と取組（改正26.4.1） 

 

≪第４期 取組のねらい≫ 

① 当事者ニーズに沿った支援活動の展開 

② 障害福祉分野以外の地域活動との連携 

③ 障害福祉の枠を超えた、地域との相互理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域移行支援ワーキング 

全体報告会・研修会 

サービス調整連絡会議 

① 課題の協議・検討 

② ワーキング活動の報告、取りまとめ 

③ 協議会の運営に関すること 

サービス管理責任者等連絡会 

サービス管理責任者による人材育成 

（日中活動系サービス管理責任者、

入所・居住系サービス管理責任者、

居住系サービス世話人） 

地域で暮らすワーキング 

「地域に出ようキャンペーン」の定

期的開催 

当事者への適切な情報発信手段の

確立（情報提供） 

当事者とボランティアとのつなが

りを構築 

進路・就労ワーキング 

企業訪問 

ジョブガイダンス 

就労後の定着に向けた取組 

子どもワーキング 

相談支援ファイルを活用できる地域支
援体制の構築 
周知パンフレットの作成・更新 
重度心身障害児への支援 
地域における障害の枠に限らない取組 
不登校・引きこもりの児童への途切れな
い支援 

新潟県自立支援協議会 

中越圏域自立支援連絡調整会議 

地域移行支援部会 療育部会 

相談支援に関する検討会 

【退院促進】 

新 潟 県 

 

【退院促進】 

「地域移行支援の柏崎版教科書(仮)」作成 

地域移行支援の対象者像のすり合わせ（病院⇔地域の

支援機関） 

病院出張型勉強会・困難事例に対する検討会の開催 

障害福祉サービス・計画相談支援等の支給決定時の申

請手順の明確化 

【入所施設】 

地域資源見学会、地域資源体験会の実施 

第４期 柏崎刈羽地域障害者自立支援協議会（平成２５～２６年度）の取組 
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２ 重度心身障害児への支援 

 ■ 医療機関との連携（Post-NICU 連絡会準備会等）ため、適宜連絡（報告）会を実施 

３ 不登校・引きこもりの児童への途切れない支援のための情報共有・ケース検討等を実施 

４ 周知パンフレットの作成・更新 

 ■ 夏休みの過ごし方一覧表を作成 

■ 支援者向け「子育て相談窓口一覧」を作成 

５ 地域における障害の枠に限らない取組 

 ■ ピアサポートの仕組みづくりを協議・検討 

 ■ 保護者、学校、地域、企業等が連携し、子どもたちの見守り、社会参加の仕組みづくり

を協議・検討 

６ 幼少期からの健康管理・生活習慣予防するための取組 

 ■ 住民参加型の健口づくり事業に参加 

７ 子どもワーキングメンバーとの情報共有・事例提供 

進路就労 

ワーキング 
１ 企業訪問関連 

■ PR チラシ「エンジョイワーク通信」作成 商工会議所会員配布 

■ 当事者等企業見学 

（平成25 年度 新潟ワコール縫製26 名、平成26 年度 アイテックス等25 名） 

■ 「実習先等情報提供シート」の作成（6、10 月） 

２ ジョブガイダンスの開催 

３ 就労後の定着に向けた取組の協議・検討 

４ 支援の進め方に関する意見交換 

■ 「卒業後の進路等調査」、「事業所受入可能調査」の作成（6、10 月） 

■ 障害者優先調達推進法の情報提供 

■ 就労支援事業所パンフレットの作成（一般、企業、事業等に周知） 

■ 就労移行支援パンフの作成（こすもす作業所、たいようＳＯＣＩＯセンター） 

地域移行支援

会議 
【退院促進】 

１ 地域移行支援の「柏崎版教科書（仮）」の作成 

 ■ 仮案を作成し、病院等のヒアリングを受け、正式に作成 

■ 作成後、病院に説明会の実施 

２ 障害のある方（当事者）、病院スタッフ、地域支援者との交流会を実施 

３ 病院等出張型勉強会・困難事例に関する検討会の開催 

４ 障害福祉サービス・計画相談支援等の支給決定時の申請手順の明確化 

【入所施設】 

■ 地域資源体験会 当事者・保護者等（H25 2 回実施：31 名、23 名 H26：21 名） 

■ 地域移行学習会 事例発表等（26 名） 

サービス管理

責任者等連絡

会 

サービス管理責任者による人材育成 

■ 施設長・サービス管理責任者等研修会を実施 

■ 事業所への出前研修の実施（H25：4 事業所、H26：7 事業所） 

相談支援に関

する検討会 
 ■ 計画相談の導入方針策定 

 ■ 相談支援専門員の有資格者調査 

 ■ 市外障害福祉サービス利用者、市内療養介護、施設入所者の計画相談の導入調整 

 ■ 導入の進捗状況の確認 
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※（身）身体障害、（知）知的障害、（精）精神障害、（児）児童 

 

 

１ 相談支援事業所 

事業所名 〒番号 所 在 地 電話番号 基本相談 計画相談 地域移行 地域定着 

障がい児（者）生活支援センター  

ふくし・ぱーとなー 
945-0045 豊町３番４号 シャンポール 8 104 号 21-8814 ○ 者・児 ○ ○ 

茨内地域生活支援センター 945-1341 大字茨目 1260 番地１ 22-1215 ○ 者 ○ ○ 

元気館障害者デイサービスセンター 945-0061 栄町 18 番 26 号 35-6933 ○ 者・児 ○ ○ 

相談支援事業所 おうぎまち 945-0044 扇町 3 番 37 号 32-1008  者・児 ○ ○ 

柏崎市早期療育事業 子育て支援ｾﾝﾀｰ 945-0061 栄町 18 番 26 号 20-4216  者・児   

松風の里 945-0011 松波四丁目 8 番 8 号 21-9090  者・児   

松波の里 945-0011 松波四丁目８番１８号 22-2111  者・児   

さざなみ学園 945-0011 松波四丁目 12 番 81 号 22-5785  者・児   

 

 

２ 障害福祉サービス事業所 

 ⑴ 訪問系サービス               （※または受入可能人数）     

サービス名 事業所名 ※定員(人) 主な利用者 〒番号 所 在 地 電話番号 

居宅介護 

柏崎市社会福祉協議会 居宅介護事務所 － 身 知 精 児 945-0044 扇町３番 37 号 20-4570 

ロングラン － 身 知 精 児 945-0052 錦町５番２０号 21-5090 

アースサポート柏崎 － 身 知 精 児 945-1101 大字横山 1959 番地 1 23-6600 

元気館障害者デイサービスセンター － 身 知 精 児 945-0061 栄町 18 番 26 号 20-4260 

ジャパンケア柏崎松波 － 身 知 精 児 945-0011 松波二丁目 4 番 20 号 20-1700 

重度訪問介護 

柏崎市社会福祉協議会 居宅介護事務所 － 身 知 精 児 945-0044 扇町３番 37 号 20-4570 

ロングラン － 身 知 精 児 945-0052 錦町５番２０号 21-5090 

ジャパンケア柏崎松波 － 身 知 精 児 945-0011 松波二丁目 4 番 20 号 20-1700 

重度訪問介護 
アースサポート柏崎 － 身 知 精 児 945-1101 大字横山 1959 番地 1 23-6600 

元気館障害者デイサービスセンター － 身 知 精 児 945-0061 栄町 18 番 26 号 20-4260 

行動援護 ロングラン －  知 精 児 945-0052 錦町５番２０号 21-5090 

同行援護 

柏崎市社会福祉協議会 居宅介護事務所 － 身 知 精 児 945-0044 扇町３番 37 号 20-4570 

ロングラン － 身 知 精 児 945-0052 錦町５番２０号 21-5090 

元気館障害者デイサービスセンター － 身 知 精 児 945-0061 栄町 18 番 26 号 20-4260 

短期入所 

松波の里 ２  知  児 945-0011 松波四丁目８番 18 号 22-2111 

松風の里 ５  知  児 945-0011 松波四丁目８番 8 号 21-9090 

さざなみ学園 ４    児 945-0011 松波四丁目１２番８１号 22-5785 

新潟病院 ４(不定) 身 知  児 945-8585 赤坂町３番 52 号 22-2126 

ここ・はうす ３ 身 知 精 児 945-0046 四谷一丁目 14 番 37 号 21-5090 

Ｆステーション ３ 身 知 精 児 945-0052 錦町５番２０号 21-5090 

 

 ⑵ 日中活動系サービス             （※または受入可能人数） 

サービス名 事業所名 ※定員(人) 主な利用者 〒番号 所 在 地 電話番号 

生活介護 

元気館障害者デイサービスセンター 20 身 知   945-0061 栄町 18 番 26 号 20-4260 

松波の里 10 身 知   945-0011 松波四丁目８番 18 号 22-2111 

松風の里 － 身 知   945-0011 松波四丁目８番 8 号 21-9090 

生活介護 

さざなみ学園 － 身 知   945-0011 松波四丁目 12 番 81 号 22-5785 

スペースあると 10 身 知 精  945-0065 学校町３番１２号 21-7604 

アトリエぽっけ 6 身 知 精  945-0051 東本町三丁目７番 31 号 47-7835 

F ステーション（カフェみるく） 12 身 知 精  945-0052 錦町５番２０号 21-5090 

児童発達支援 

柏崎市早期療育事業 子育て支援センター 20    児 945-0061 栄町 18 番 26 号 20-4216 

F ステーション（くるーる２） ５    児 945-0052 錦町５番２０号 21-5090 

柏崎刈羽の障害福祉サービス等の状況（平成２６年１２月現在） 
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サービス名 事業所名 ※定員(人) 主な利用者 〒番号 所 在 地 電話番号 

放課後等デイサービス 
くるーる 10    児 945-0046 四谷一丁目 14 番 37 号 21-5090 

F ステーション（くるーる２） ５    児 945-0052 錦町５番２０号 21-5090 

日中 

一時 

支援 

日中短期 松波の里 ２  知  児 945-0011 松波四丁目８番 18 号 22-2111 

日中短期 

学齢期障害児 

松風の里 ５  知  児 945-0011 松波四丁目８番 8 号 21-9090 

さざなみ学園 未就学児２・就学児２ ４    児 945-0011 松波四丁目 12 番 81 号 22-5785 

社会適応訓練 

たいよう SOCIO センター 10  知  児 945-0045 豊町３番５号 24-0690 

こすもす作業所 ５ 身 知 精  945-0045 豊町３番 10 号 22-1037 

アトリエぽっけ 
2 

身 知 精  945-0046 四谷一丁目 14 番 37 号 21-5090 

（キッチンぽてと）  知 精  945-0051 東本町一丁目１５番５号 47-7080 

地域活動支援センター

Ⅰ型 
茨内地域生活支援センター 30   精  945-1341 大字茨目 1260 番地１ 22-1215 

地域活動支援センター

Ⅱ型 
元気館障害者デイサービスセンター 10 身 知 精 児 945-0061 栄町 1８番 26 号 20-4260 

地域活動支援センター

Ⅲ型 

柏崎市身障者福祉作業所 20 身 知   945-0046 四谷二丁目５番７号 22-5701 

地域活動支援センターこすもす 10   精  945-0045 豊町３番 10 号 22-1037 

その他 作業所系 障がい者療育センター あじさい工房 15  知 精  949-4123 西山町池浦 877 番地 31-6100 

 

 ⑶ 就労支援                 （※または受入可能人数） 

サービス名 事業所名 ※定員(人) 主な利用者 〒番号 所 在 地 電話番号 

就労移行支援 
こすもす作業所 ６   精  945-0045 豊町３番 10 号 22-1037 

たいよう SOCIO センター ８  知   945-0045 豊町３番５号 24-0690 

就労継続支援Ｂ型 

かしわハンズ 20  知 精  945-0817 宝町２番 11 号 21-7331 

こすもす作業所 25  知 精  945-0045 豊町３番 10 号 22-1037 

たいよう SOCIO センター 32  知   945-0045 豊町３番５号 24-0690 

アトリエぽっけ 14 身 知 精  945-0051 東本町三丁目７番 31 号 47-7835 

キッチンぽてと 10  知 精  945-0051 東本町一丁目１５番５号 47-7080 

ワークステージ 「喫茶めぐ」 20 身 知 精  945-0011 松波二丁目２番 39 号 
ワークステージ 47-7119 

24-6350 

夢工房 20 身 知 精  945-0307 刈羽村大字刈羽 3584 番地１ 45-3554 

F ステーション（カフェみるく） 20 身 知 精  945-0052 錦町５番２０号 21-5090 

 

 ⑷ 自立訓練 （※または受入可能人数） 

サービス名 事業所名 ※定員(人) 主な利用者 〒番号 所 在 地 電話番号 

自立訓練（機能訓練） 元気館障害者デイサービスセンター ６ 身    945-0061 栄町 1８番 26 号 20-4260 

自立訓練（生活訓練） 米山自在館 20  知 精  945-1341 大字茨目 2043 番地 21-1414 

宿泊型自立訓練 米山自在館 20  知 精  945-1341 大字茨目 2043 番地 21-1414 

 

⑸ 生活の場                  （※または受入可能人数） 

サービス名 事業所名 開設年月 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ施設 ※定員(人) 主な利用者 〒番号 所 在 地. 電話番号 

グループホーム 

たいようホーム Ｈ13.5 
たいようＳＯＣ

ＩＯセンター 
男性６  知   945-0046 四谷二丁目４番３号 22-0670 

あっとホーム Ｈ15.4 
たいようＳＯＣ

ＩＯセンター 
男性５  知   945-0076 

小倉町１０番１４号 

ﾒｿﾞﾈｯﾄｶﾞｰﾃﾞﾝ小倉町９号棟 
21-1381 

グループホーム 

なぎさホーム Ｈ18.4 松波の里 男性４  知   945-0011 松波四丁目２番 56 号 － 

風 sun ホーム Ｈ17.4 松風の里 女性６  知   945-0011 松波四丁目５番 10 号 28-0977 

風の丘ホーム Ｈ18.10 松風の里 女性 5  知   945-0026 藤元町２６番４号 － 

あらはまホーム Ｈ24.4 松風の里 女性 5  知   945-0017 荒浜三丁目６番２号 － 

なかはまホーム H25.4 松風の里 男性５  知   945-0852 中浜一丁目 3 番 5 号 － 

こすもす荘 Ｈ9.8 こすもす作業所 男女 12   精  945-0011 松波三丁目４番 27 号 32-1082 

米山荘 Ｈ8.4 米山自在館 男性４   精  945-0011 松波三丁目３番 16 号 
米山自在館

21-1414 

よねやま Ｈ14.7 米山自在館 男性５   精  945-1341 茨目三丁目３番 30 号 
米山自在館

21-1414 

ここ・はうす Ｈ22.3 ロングラン 男女４ 身 知 精  945-0046 四谷一丁目 14 番 37 号 21-5090 

ここ・はうす 

まきはら 
Ｈ24.3 ロングラン 男性５ 身 知   945-0015 槙原町 3 番 2 号 21-5090 
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サービス名 事業所名 開設年月 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ施設 ※定員(人) 主な利用者 〒番号 所 在 地. 電話番号 

福祉ホーム 米山自在館 Ｈ4.4  10  知 精  945-1341 大字茨目 2043 番地 21-1414 

 

 ⑹ 居宅支援サービス             （※または受入可能人数） 

サービス名 事業所名 ※定員(人) 主な利用者 〒番号 所 在 地 電話番号 

移動支援 

ロングラン － 身 知 精 児 945-0052 錦町 5 番 20 号 21-5090 

柏崎市社会福祉協議会 居宅介護事務所 － 身 知 精 児 945-0044 扇町 3 番 37 号 20-4570 

元気館障害者デイサービスセンター － 身 知 精 児 945-0061 栄町 18 番 26 号 20-4260 

アースサポート柏崎 － 身 知 精 児 945-1101 大字横山 1959 番地 1 23-6600 

サービス名 事業所名 ※定員(人) 主な利用者 〒番号 所 在 地 電話番号 

生活サポート 柏崎市社会福祉協議会 居宅介護事務所 － 身 知 精 児 945-0044 扇町 3 番 37 号 20-4570 

訪問入浴サービス 
柏崎市社会福祉協議会 居宅介護事務所 － 身 知 精 児 945-0044 扇町 3 番 37 号 20-4570 

アースサポート柏崎 － 身 知 精 児 945-1101 大字横山 1959 番地 1 23-6600 

 

 ⑺ 施設入所系サービス            （※または受入可能人数） 

サービス名 事業所名 ※定員(人) 主な利用者 〒番号 所 在 地 電話番号 

療養介護（筋ジス） 新潟病院 95 身    945-8585 赤坂町３番 52 号 22-2126 

療養介護 

医療型障害児入所施設 

（※重症心身障害児・者一体型） 

新潟病院 8４ 
身 知  児 945-8585 赤坂町３番 52 号 22-2126 

   児 945-8585 赤坂町３番 52 号 22-2126 

医療型障害児入所施設 

（肢体不自由児支援） 
新潟病院 25    児 945-8585 赤坂町３番 52 号 22-2126 

障害者支援施設 

松波の里 50  知   945-0011 松波四丁目８番 18 号 22-2111 

松風の里 50  知   945-0011 松波四丁目８番 8 号 21-9090 

さざなみ学園 24  知   945-0011 松波四丁目 12 番 81 号 22-5785 

障害児入所施設 さざなみ学園 21  知   945-0011 松波四丁目 12 番 81 号 22-5785 

  ※ 新潟病院の児者一体型の経過措置は、平成 24 年度から６年間 

 

⑻ 特別支援学校 
 
 
 
 
 
 

 

学校名 〒番号 所 在 地 電話番号 

新潟県立はまなす特別支援学校 945-0011 松波四丁目 10 番１号 24-7833 

新潟県立柏崎特別支援学校 945-0847 赤坂町３番 63 号 24-7476 



 

 

柏崎市第４期障害福祉計画 

平成２７年３月 

発行：柏崎市 

編集：柏崎市福祉保健部福祉課 

〒９４５-８５１１ 

新潟県柏崎市中央町５番５０号 

ＴＥＬ ０２５７-2３-５１１１（代） 

ＦＡＸ ０２５７-2１-１３１５ 

電子メール fukushi@city.kashiwazaki.niigata.jp 

 


